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集
『
隣
松
集
』
及
び
『
続
豊
松
集
』
に
つ
い
て

五
十
嵐
金
三
郎

目
次
．

　
は
じ
め
に

　
購
入
の
経
緯
に
つ
い
て

　
吉
村
自
筆
へ
の
疑
問

　
『
隣
松
集
』
及
び
『
続
隣
松
風
』
の
構
成

　
当
該
家
集
の
架
蔵
と
研
究
書

　
『
続
隣
松
集
』
，
あ
成
立
に
つ
い
て

編
集
者
と
吉
村
と
の
関
係

吉
村
時
代
の
右
筆
に
つ
い
て

吉
村
の
筆
跡
に
つ
い
て

仙
台
市
立
博
物
館
所
蔵
資
料
に
つ
い
て

内
容
と
評
価

む
す
び

は
じ
め
に

　
仙
台
藩
と
い
え
ぽ
、
い
わ
ゆ
る
伊
達
騒
動
を
思
い
起
す
。

　
伊
達
家
は
、
縁
戚
一
門
の
勢
力
が
強
く
、
藩
主
の
権
力
に
対
し

て
、
何
か
と
制
限
を
加
え
よ
う
と
す
る
意
図
が
強
か
っ
た
。

　
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
、
第
三
代
伊
達
綱
宗
は
、
所
行
棄
乱
の

た
め
、
．
幕
府
か
ら
逼
塞
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
、
ま
だ
二
歳
の
亀
千

代
丸
（
綱
村
）
が
襲
封
ず
る
が
、
綱
村
は
幼
少
で
政
務
を
采
配
す
る

力
が
な
い
た
め
に
、
藩
政
の
実
権
は
、
伊
達
兵
部
十
勝
（
蝶
．
）
に

よ
っ
て
握
ら
れ
た
。
兵
部
は
、
綱
宗
の
押
込
み
隠
居
を
企
て
た
り
、

或
は
亀
千
代
丸
の
膳
部
に
毒
盛
り
を
し
て
き
試
み
た
近
臣
が
急
死
す

る
な
ど
の
事
件
を
起
し
た
り
し
て
」
自
ら
家
督
を
継
が
ん
と
す
る
意

図
を
抱
き
、
進
歩
派
の
伊
達
右
京
（
宗
良
）
・
奉
行
原
田
甲
斐
（
宗

輔
）
・
小
姓
頭
渡
辺
金
兵
衛
ら
と
結
託
し
て
、
亀
千
代
丸
元
服
後
も

藩
政
を
龍
　
回
し
た
。

　
た
ま
た
ま
保
守
派
の
伊
達
安
芸
（
宗
重
）
と
伊
達
式
部
（
宗
倫
）

と
の
問
に
、
所
領
に
係
る
争
論
が
起
り
、
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
、

こ
れ
を
機
会
に
安
芸
は
、
兵
部
ら
の
非
違
を
幕
，
府
に
訴
え
出
た
。

　
翌
十
一
年
三
月
、
大
老
酒
井
忠
清
邸
で
尋
問
が
行
な
わ
れ
、
兵
部

・
甲
斐
ら
の
所
業
が
量
れ
難
い
も
の
と
な
っ
た
と
き
、
突
然
甲
斐
は

　　L　圭一



安
芸
を
羽
撃
↓
、
・
甲
斐
も
そ
の
場
で
斬
ら
れ
た
。
同
年
四
月
幕
府
は

兵
部
を
罰
し
、
松
平
豊
昌
に
預
け
て
土
佐
に
流
し
、
右
京
に
閉
門
を

命
じ
た
。
こ
う
し
て
騒
動
は
落
着
し
㍉
綱
村
は
漸
く
藩
領
を
安
堵
す

る
（
「
日
本
歴
史
大
辞
典
」
河
出
書
房
　
に
よ
る
）
。
」

　
　
だ
が
、
一
難
去
っ
て
ま
た
一
難
、
綱
村
の
実
子
で
あ
る
扇
千
代
丸

が
、
貞
享
一
，
一
年
（
一
六
八
五
）
八
月
二
十
五
日
、
わ
ず
か
五
歳
に
七

回
忌
早
し
て
し
ま
い
、
世
嗣
は
断
え
よ
う
と
し
た
。

　
　
こ
う
し
た
仙
台
藩
存
亡
の
時
期
に
、
伊
達
吉
村
は
、
磐
井
郡
東
山

大
原
村
に
、
当
時
三
千
石
を
食
む
伊
達
家
ぐ
門
で
あ
る
伊
達
肥
前
宗

房
の
嫡
男
と
し
て
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
六
月
二
十
八
日
同
村

川
内
城
、
内
に
於
て
誕
生
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
吉
村
は
、
幼
名
を
卯
之
介
、
助
三
郎
村
房
と
称
し
た
が
、
・
の
ち
に

藤
次
郎
と
改
名
し
た
。
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
六
月
二
十
六
日
、

　
一
関
藩
初
代
の
主
田
村
建
顕
の
世
鋼
に
抜
擢
さ
れ
る
が
、
更
に
同
年

十
二
月
二
十
六
日
、
仙
台
藩
主
伊
達
綱
村
の
世
嗣
と
し
て
立
身
し
、

同
九
年
五
月
、
初
め
て
将
軍
綱
吉
に
拝
謁
し
、
十
一
月
柳
営
に
於
て

元
服
、
将
軍
の
誰
を
拝
賜
し
て
名
を
吉
村
と
改
め
た
。
同
十
五
年
四

月
、
京
都
よ
り
久
我
通
名
の
息
女
で
、
内
大
臣
久
我
通
誠
の
養
女
で

一
あ
っ
た
享
姫
叢
り
（
冬
姫
と
称
し
た
〉
、
、
同
＋
六
年
（
毛
〇
三
）
八
月

．
二
十
五
月
、
二
十
三
歳
の
三
三
を
襲
い
で
第
五
代
仙
台
藩
主
と
な
，

り
、
陸
奥
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
左
近
衛
少
将
に
転
じ
、
更
に
従
四
位
上

左
近
衛
権
中
将
に
進
ん
だ
。
、
．
、
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
吉
村
は
、
養
父
綱
村
の
志
を
つ
ぎ
、
．
よ
く
精
励
し
て
藩
政
に
い
そ

し
み
、
民
力
の
国
典
を
期
し
て
、
奢
修
を
戒
め
て
勤
倹
を
勧
め
、
武

．
術
を
奨
励
し
て
質
実
剛
健
の
気
風
を
養
成
し
、
藩
士
の
武
技
を
錬

り
、
更
に
、
学
術
の
普
及
に
力
を
尽
し
て
学
舎
を
建
て
（
養
賢
堂
）
、

且
つ
人
材
を
登
用
す
る
に
適
材
適
所
主
義
に
徹
し
た
。
又
常
に
朝
廷

を
尊
び
、
、
幕
府
を
敬
い
、
領
内
の
名
勝
旧
蹟
を
保
護
称
揚
し
た
。
傍

ら
、
よ
く
民
情
に
通
じ
、
常
に
民
を
本
と
し
て
藩
政
を
行
な
う
姿
勢
．

を
く
ず
さ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
藩
の
粛
正
を
は
か
る
こ
と
二
十
有

余
年
、
漸
く
藩
衰
頽
の
危
機
を
挽
回
し
、
仙
台
藩
中
興
の
業
を
成
し

遂
げ
た
（
態
態
纈
連
銭
辮
購
鹸
難
蹴
馨

　
吉
村
は
、
政
務
に
精
勤
す
る
傍
ら
、
書
、
画
、
和
歌
、
漢
詩
、
国

文
、
さ
て
は
謡
曲
等
悉
く
そ
の
奥
義
を
受
け
、
殊
に
和
歌
、
書
、
画

に
堪
能
で
、
一
家
風
を
な
し
た
と
さ
え
い
わ
れ
る
。

　
本
稿
で
取
上
げ
る
『
隣
松
集
』
及
び
『
続
隣
松
集
』
は
、
収
録
さ

れ
て
い
る
作
品
の
す
べ
て
を
今
季
に
年
代
順
に
編
成
し
て
み
る
と
、

　
　
　
　
　
　
サ

元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
二
十
一
歳
か
ら
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）

六
十
九
歳
ま
で
、
お
よ
そ
、
五
十
年
間
に
わ
た
っ
て
詠
ま
れ
た
和
歌
．
・

や
、
書
き
つ
づ
け
ら
れ
た
紀
行
、
随
筆
等
の
総
集
編
と
も
い
う
べ
き

も
④
で
、
吉
村
は
、
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
十
二
月
二
十
四
日
七

十
二
歳
で
他
界
し
て
い
る
か
ら
、
．
文
字
通
り
老
の
最
後
ま
で
の
作
品

と
い
え
る
。

　
こ
の
家
集
を
当
館
は
、
昭
和
三
十
七
年
に
購
入
し
て
い
る
。
「
吉

村
の
自
筆
ら
し
い
」
と
い
う
当
時
の
古
書
躍
の
付
言
に
よ
ρ
て
以

来
、
そ
め
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
馳
果
し
て
如
何
。
本
稿
で
ば
、

一
二
三一



そ
の
当
否
と
、
該
家
集
の
成
立
事
情
を
考
察
し
て
、
そ
の
全
容
を
公

開
し
、
伊
達
吉
村
の
文
事
面
で
の
活
躍
σ
一
端
を
紹
介
し
た
い
。
．
’

購
入
の
経
緯
に
つ
い
て

，
当
館
購
入
の
『
隣
松
集
』
及
び
『
続
隣
松
集
』
（
謝
屋
根
雅
量
酬
附

回
す
）
は
、
・
昭
和
三
十
七
年
三
月
十
五
日
持
古
書
難
か
ら
購
入
し
て
い

る
。
当
時
吉
村
の
自
筆
ら
し
い
と
い
う
古
書
舜
の
付
言
は
、
そ
れ
な

り
の
根
拠
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
本
家
集
の
中
で
別
巻
に
仕
立
て
た
巻
子
本
二
巻
の
う

ち
、
「
『
隣
選
集
余
分
』
と
題
し
た
一
・
巻
の
奥
書
に
、
次
の
よ
う
に
し

’
る
し
て
あ
る
。

右
之
歌
隣
松
集
書
落
千
分
今
度

三
三
為
一
巻
添
置
之
者
也

干
時
豊
能
≠
巳
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
衛
吉
村
．

（
朱
印
白
文
）

□

　
右
識
語
の
末
に
押
捺
さ
れ
て
い
る
印
文
は
「
成
／
文
」
と
あ
っ

て
、
こ
れ
は
吉
村
の
雅
号
で
、
例
え
ば
『
伊
達
家
文
書
』
（
蹴
日
躰
砧
骨

回
書
馨
）
に
も
同
文
の
押
印
が
あ
る
。
こ
の
双
方
を
此
較
す
る
と
、

正
に
同
一
印
の
如
く
に
見
え
る
。
こ
の
押
印
が
吉
村
自
筆
で
あ
る
と
「

い
う
重
要
な
根
拠
に
な
っ
て
い
る
。

　
又
筆
跡
に
つ
い
て
み
れ
ぽ
、
御
家
流
の
流
麗
な
字
様
と
、
い
か
に

．
も
熟
達
し
た
運
筆
に
は
、
吉
村
の
筆
跡
を
仮
に
知
ら
な
く
と
も
、
な

る
程
と
了
知
さ
せ
ら
れ
る
雅
趣
が
あ
る
。

　
更
に
三
訂
を
見
る
と
、
料
紙
は
鳥
の
子
の
上
質
紙
で
、
『
三
三
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
つ
る
ば
み

の
方
は
、
大
き
さ
が
縦
二
八
・
八
三
二
〇
・
二
曲
で
、
黄
橡
色
地
に

浅
黄
色
の
鶴
に
花
曇
の
刷
り
込
み
模
様
の
あ
る
紙
表
紙
を
付
し
、
題

簸
に
「
隣
松
集
　
上
」
の
よ
う
に
墨
書
し
て
い
る
。
角
切
を
施
し
た

袋
綴
本
。
質
素
な
桐
箱
に
納
め
、
・
そ
の
蓋
に
「
暴
評
集
　
七
帖
」
と

墨
書
し
て
あ
る
。
こ
の
筆
跡
は
題
籏
の
そ
れ
と
同
筆
と
目
さ
れ
る
。

　
　
一
方
『
続
審
』
の
方
は
、
料
紙
は
矢
張
り
鳥
の
子
で
、
表
紙
は
茶

色
地
に
白
絹
二
重
裡
と
花
紋
の
織
模
様
の
絹
布
表
紙
で
、
群
群
に

　
「
続
隣
松
集
　
春
」
の
如
く
記
し
て
あ
る
。
綴
葉
装
で
、
大
き
さ
二

二
・
六
×
一
六
・
三
三
。
前
者
よ
り
比
較
的
小
型
本
。
黒
漆
塗
の
三

三
に
納
め
、
そ
の
被
蓋
に
「
続
隣
松
集
　
十
一
冊
」
と
金
泥
で
書
し

て
あ
る
。
筆
跡
は
『
正
集
』
と
同
一
と
見
て
間
達
い
な
い
。

　
　
こ
れ
ら
の
三
訂
が
、
い
か
に
も
豪
奢
で
、
一
見
し
て
高
貴
な
人
に

よ
う
て
保
持
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
推
測
さ
れ

　
る
。

　
　
こ
う
し
た
諸
条
件
が
、
吉
村
自
筆
と
思
わ
せ
、
推
断
さ
れ
て
も
ご

く
自
然
の
成
行
と
い
え
る
。

吉
村
自
筆
へ
の
疑
問

　
仮
に
吉
村
自
筆
と
な
れ
ば
、
当
館
に
お
い
て
は
、
「
国
立
国
会
図

書
館
貴
重
書
指
定
型
置
・
1
㈲
3
（
薇
観
の
の
繍
本
）
項
に
準
℃

（

四



て
、
貴
重
書
と
し
て
指
定
さ
れ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
し
か
し
、
果

し
て
、
士
。
村
の
自
筆
か
ゼ
う
か
、
そ
の
当
否
の
一
目
が
先
決
で
あ

る
。
　
本
稿
で
は
、
・
「
自
筆
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
過
程
を

報
告
す
る
こ
と
が
主
た
る
目
的
で
あ
る
が
、
ま
ず
立
証
す
る
前
に
、

自
筆
と
い
う
こ
之
に
対
す
る
素
朴
な
疑
問
を
二
、
三
あ
げ
て
そ
の
上
～

で
述
べ
よ
う
。

　
1
　
自
筆
に
し
て
は
全
体
の
筆
跡
が
実
に
整
い
美
麗
す
ぎ
る
。
　
ン

　
2
　
運
筆
に
．
一
種
の
勢
い
が
な
く
、
逆
に
ど
こ
か
写
し
ら
し
い
弱

　
　
さ
が
感
℃
ら
れ
る
。

　
3
　
「
成
文
」
の
印
文
及
び
朱
肉
の
新
鮮
さ
に
疑
問
が
あ
る
。

　
4
　
構
成
が
成
立
年
代
順
に
よ
ら
ず
編
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

　
　
ら
、
一
種
の
編
纂
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
全
く
の
直
感
に
す
ぎ
な
い
が
、
と
い
っ
て
自
筆
に
あ

ら
ず
と
断
定
す
る
証
拠
も
な
い
。
そ
こ
か
ら
傍
証
資
料
の
探
索
が
は

じ
ま
る
の
で
あ
る
。

　
指
定
を
す
る
に
し
て
も
、
一
般
書
と
し
て
扱
う
に
し
て
も
、
．
そ
の

・
根
拠
の
不
明
確
の
ま
x
に
措
置
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
何
ら
か

の
結
論
を
見
出
さ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
し
か
も
そ
れ
が
、
よ
り
科

学
的
で
客
観
性
の
あ
る
根
拠
を
提
示
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
乏
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
周
．

　
　
　
　
『
隣
松
集
』
及
び
『
続
隣
松
集
』
の
構
成
．

　
こ
こ
で
こ
の
家
集
の
構
成
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
便
利
で

あ
ろ
う
。
『
正
集
』
『
続
集
』
の
編
成
内
容
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
（
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
薬
酒
の
書
名
で
あ
る
）
。

7654321冊
正
　
集

隣
松
集
　
上
　
春
・
夏

同
　
・
　
中
．
秋
・
冬

同
　
　
　
下
恋
・
雑

温
言
集
組
題
　
上

同
　
　
　
　
　
下

隣
松
集
和
文
　
上

澄
　
　
　
　
　
下

　
　
　
続
　
集

　
冊
（
帖
〉
，

　
・
①
　
電
撃
松
集

　
②
　
同

以
上
『
正
集
』
七
冊
Y

二
軸
で
あ
る
。

例
え
ば
．

，
、
た
題
を
も
ち
、
．

夏春

＠＠＠＠＠一＠＠＠＠2・1

　
　
　
　
　
，
『
続
集
』
十
一
冊
、

　
　
右
の
編
成
内
容
の
う
ち

「
詠
百
首
和
歌
」
と
か

同三塁同同窓
隣
松
斗
組
混

雑
隣
松
集
和
文

同
9

同別
ド
巻
．

無
題
隣
松
集
余
分

雑雑恋冬秋
下上

下中上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
組
題
」

　
　
　
　
　
　
「
詠
五
十
首
和
歌
」

そ
れ
を
何
回
か
一
括
し
て
一
集
と
な
し
た
も
の
で
あ

別
巻
二
軸
、
計
十
八
冊

　
　
と
称
す
る
の
は
、

　
　
　
と
か
、
独
立
し

「
二
五一



る
。
ま
た
「
和
文
」
と
は
、
随
筆
・
紀
行
の
類
を
指
す
。
他
は
和
歌

．
で
あ
る
。

　
右
の
編
成
を
更
に
細
目
に
わ
た
っ
て
み
る
と
、
例
え
ば
、
『
正
心
』

の
組
題
で
は
、
四
〇
に
の
ぼ
る
量
器
を
含
み
、
同
℃
く
和
文
で
は
、

二
二
の
随
筆
・
紀
行
文
を
収
録
し
て
い
る
。
ま
た
「
零
話
」
に
お
い
幽

て
は
、
二
五
の
組
題
と
二
〇
の
和
文
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
作

品
い
ち
い
ち
に
つ
い
て
、
ど
こ
で
、
何
時
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
詠

み
、
書
か
れ
た
か
を
記
録
す
る
識
語
が
記
さ
れ
、
ま
た
当
時
第
一
級

の
公
家
歌
人
の
添
削
を
受
け
て
清
書
し
た
旨
を
も
記
し
て
い
る
。

　
そ
の
全
容
は
、
末
尾
に
添
付
し
た
各
々
の
作
品
名
と
、
そ
の
識
語

を
通
覧
さ
れ
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

当
該
家
集
の
架
蔵
と
研
究
書

　
日
本
の
古
書
を
探
索
す
る
場
合
、
今
日
で
は
先
ず
岩
波
書
店
の

　
『
国
書
総
目
録
』
を
み
る
の
が
、
常
套
と
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
そ

こ
で
『
隣
松
野
』
『
続
隣
松
集
』
に
つ
い
て
同
目
録
を
み
る
と
、
共

．
に
「
宮
城
伊
達
」
三
冊
と
あ
っ
て
、
宮
城
県
図
書
館
の
伊
達
文
庫
に

架
蔵
し
て
い
る
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。
一
方
『
宮
城
県
図
書
館
蔵

書
目
録
　
第
一
　
郷
土
資
料
篇
』
に
、
三
巻
三
冊
の
『
隣
松
集
』
一

本
と
、
『
続
隣
松
集
』
二
本
が
収
録
さ
れ
て
、
「
伊
達
吉
村
記
」
と
あ

る
か
ら
、
或
は
自
筆
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
容

細
目
を
み
る
と
、
ど
う
も
『
隣
松
集
』
と
い
い
な
が
ら
『
続
隣
松
集
』

の
内
の
和
文
上
中
下
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
範
囲
を
出
な
い
。
冊
数

も
三
冊
で
不
一
致
で
あ
る
。
『
国
書
総
目
録
』
と
同
県
図
書
館
蔵
書

目
録
記
載
と
は
大
体
一
致
す
る
。
し
か
し
当
館
購
入
本
と
は
合
致
し

な
い
。
そ
こ
で
素
朴
な
疑
問
を
抱
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
『
隣
松
集
』
噛
『
続
隣
滋
賀
』
に
つ
い
て
は
、
福
井
久
蔵

氏
の
『
諸
大
名
の
学
術
と
文
芸
の
研
究
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
が

最
初
の
よ
う
で
、
ほ
か
に
は
『
仙
台
市
史
』
に
書
名
の
み
登
載
さ
れ

－
て
い
る
の
が
管
見
に
入
っ
た
く
ら
い
で
あ
る
。
何
は
と
も
あ
れ
、
現

地
に
赴
く
の
が
最
良
で
あ
ろ
う
と
考
え
馬
昭
和
五
十
二
年
夏
宮
城
県

図
書
館
に
出
向
い
た
。
同
館
に
は
次
の
四
本
が
あ
る
コ

一
　
続
隣
松
集
　
上
中
下
巻
　
三
冊

KM900

ソー2

3－1

内
容
は
続
隣
松
集
の
和
文
上
中
下
の
み
、
大
き
さ
二
八
・
五

×
二
〇
・
五
糎
、
唐
草
模
様
の
絹
布
表
紙
、
吉
村
自
筆
本
と

伝
え
ら
れ
、
貴
重
書
割
と
な
「
っ
て
い
る
。
特
に
本
書
に
つ
い

て
注
意
を
引
く
の
は
、
、
秩
内
側
に
『
続
隣
松
子
』
の
編
纂
に

携
わ
っ
た
家
臣
某
の
識
語
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

（
後
述
）
。
　
　
　
　
　
　
　
，
　
、

二
　
隣
松
露
　
上
中
下
巻
　
三
冊

伊
達
文
庫
の
内
、

容
は
一
に
同
じ
。

KD900

リー1

コー1

江
戸
末
期
写
、
『
隣
松
集
』
と
あ
る
が
内

一
三
ハ

一



三
　
続
隣
画
集
　
和
文
　
上
中
下
巻
　
三
冊

四

KD900

ソー1

’3－1

　
伊
達
文
庫
の
内
、
江
戸
末
期
．
写
、
内
容
は
右
の
一
の
う
ち
か

　
ら
十
二
作
品
を
移
写
し
た
も
の
。
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

続
隣
松
集
　
上
中
下
巻
　
三
冊

　
江
戸
末
期
写
、
内
容
は
一
に
同
じ
、
下
巻
末
に
一
の
秩
内
側

　
の
識
語
の
速
写
が
あ
る
。
　
一
の
転
写
本
。
「
甘
柿
舎
／
図
書
、

　
信
」
（
庄
司
惣
松
）
の
長
方
朱
印
が
あ
る
。

『
続
隣
松
集
』
の
成
立

　
宮
城
県
図
書
館
に
架
蔵
し
て
い
る
右
四
本
の
う
ち
、
貴
重
書
証
と

な
っ
て
い
る
一
本
に
つ
い
て
内
容
を
検
討
す
る
と
、
『
続
隣
松
江
』

の
全
部
で
は
な
く
、
和
文
三
巻
分
、
即
ち
随
筆
・
紀
行
文
に
当
る
部

分
の
み
で
、
和
歌
の
分
は
入
っ
て
い
な
い
。
何
故
貴
重
書
扱
に
さ
れ

て
い
る
か
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
が
、
唯
大
事
な
も
の
で
あ
る
と
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

う
伝
承
が
あ
る
ら
し
い
。
回
書
の
峡
を
み
る
と
そ
の
内
側
に
、
意
外

に
も
次
の
よ
う
な
識
語
が
書
い
て
あ
る
の
を
見
出
し
た
。

　
　
右
此
一
覧
者

　
　
キ
ノ
　
　
　
　
　

ノ
　

ロ
　
フ
ハ
シ
　
リ
　
　
　
．
ト

　
　
前
・
大
－
守
吉
－
村
一
君
之
所
γ
給
7
顕
也
、
大
一
君
一
一
年
傍
－
臣

　
．
命
”
木
－
村
－
氏
藤
i
原
信
－
堅
牧
－
野
－
氏
源
鎮
－
成
与
砕
砂
V
而
令
陥

　
　
　
マ
　
ヲ
テ
ヲ
ル
　
コ
ノ

　
　
編
一
一
続
隣
一
松
－
集
一
、
経
レ
日
而
成
二
全
－
集
一
之
功
↓
為
二
其
褒
一

　
　
　
・
　
　
（
一
七
五
〇
）
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ

　
　
美
一
、
　
寛
－
延
三
庚
午
　
三
一
月
虹
⊥
ご
一
日
、
　
信
一
堅
鎮
－
成
者
、

　
　
　
チ
　

ノ
　
　
ヒ
　

ノ
　

ヲ
　
ニ
ハ
　
ル
ノ
ノ

　
　
分
ニ
ー
賜
其
詠
－
長
戸
季
－
寄
三
一
三
一
、
三
者
三
三
中
花
一

　
　
　
　
　
フ
　
　
　
　

ヲ
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
ノ
ル
コ

　
　
実
、
賜
二
玉
一
楽
歳
」
表
山
、
誠
愚
－
臣
－
等
、
今
－
日
如
レ
斯
預
ニ

　
　
　
　
ニ
ノ
　
ハ
テ
ノ
ニ

　
．
高
命
一
、
此
－
道
之
規
－
三
二
年
一
来
三
二
近
－
従
之
深
－
恵
一
也
、

　
　
　
テ
ニ
ノ
ヲ
ト
ア
　
　
　
カ
メ
　

ト
　
ソ
　
　
ヲ

　
　
於
レ
回
忌
三
三
－
三
三
末
－
代
予
為
二
珍
－
宝
一
、
三
下
二
子
一
孫
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ト

　
　
　
ラ
レ
ヲ
フ
ル
ノ
ノ

　
　
不
占
断
二
君
一
恩
一
、
宜
二
其
旨
－
趣
一
二
i
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
月
）

　
　
　
　
（
一
七
五
一
）

　
　
　
時
宝
暦
元
辛
未
霜
月
下
旬
　
　
．
木
村
氏
源
影
野
謹
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
通
用
の
漢
字
に
改
め
る
）

　
右
の
識
語
は
、
回
書
の
成
立
事
情
を
知
る
点
で
貴
重
な
記
録
と
い

え
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
当
該
書
は
、
吉
村
が
木
村
信
堅
・
牧
野
鎮
成
・

木
村
義
目
の
三
名
に
編
集
を
命
じ
、
そ
の
功
に
対
す
る
褒
美
と
し
て
、

寛
延
三
年
三
縄
廿
三
日
に
こ
の
一
本
目
賜
わ
っ
た
、
そ
の
際
他
の
二

人
は
「
詠
艸
」
と
「
季
寄
之
部
」
を
・
贈
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
『
目
窪
』
は
、
右
の
一
名
が
編
集
に
携
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
当
該
の
一
本
は
、
果
し
て
吉
村
の
自
筆
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
ご
言
も
ふ
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
こ
の
宮
城
県
図
書
館
蔵
本
と
当
館
本
と
の
関
係
は
ど
う
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
右
の
識
語
か
ら
直
接
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

恐
ら
く
、
こ
れ
ら
め
家
臣
に
命
じ
て
底
本
が
一
本
作
ら
れ
、
そ
れ
を
．

も
と
に
右
筆
ら
に
書
写
さ
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
・
す
な
わ
ち
、

全
く
推
測
の
域
を
出
な
い
こ
之
で
あ
る
が
、
同
図
書
館
の
貴
重
書

一
二
七［



は
、
或
は
当
館
本
の
底
本
に
な
っ
た
も
の
の
う
ち
の
和
文
の
部
分
に

当
る
の
で
は
な
い
か
と
芝
ら
興
る
の
で
あ
る
（
鶴
書
置
鑑
拠

雛
甕
秘
懸
誘
写
）
。

　
さ
て
、
で
は
『
正
集
』
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
明
確
で
は
な
い
が
、
右
の
よ
う
．
な
識
語
が

書
き
残
さ
れ
て
い
る
事
実
な
ど
か
ら
推
察
さ
れ
る
こ
と
は
、
矢
張
り

家
臣
に
編
集
を
命
じ
て
右
筆
ら
に
書
写
さ
せ
た
も
の
に
相
違
な
い
。

そ
の
時
期
は
、
『
正
門
』
『
三
三
』
同
時
期
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の

は
、
当
館
本
を
み
る
と
、
『
三
三
』
も
『
三
三
』
も
必
ず
し
も
・
一
筆

と
は
限
ら
な
い
が
、
筆
跡
は
非
常
に
酷
似
し
、
双
方
年
代
を
隔
っ
て

別
々
に
書
写
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
穣
欝
秘
騨

諜
鞠
欝
姦
諦
蟻
衡
量
等
量
嫌
平
編
競
控
酸
羅
陶
）

編
集
者
と
吉
村
と
の
関
係

右
の
識
語
に
い
う
木
村
信
堅
・
牧
野
鎮
成
・
木
村
義
式
の
三
洋

は
、
は
た
し
て
吉
村
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、

ふ
れ
よ
う
。

　
　
ヨ
シ
ノ
リ

木
村
旧
式
　
藩
士
、
通
称
軍
治
、
吉
村
公
時
代
の
人
、

・
く
す
。
（
宮
城
県
図
書
館
所
蔵
本
の
旧
蔵
者
）

　
　
ト
ゥ
マ

木
村
弓
馬
　
風
流
家
、

　
利
府
千
石
を
領
し
、

そ
の
点
に

和
歌
を
善

韓
信
堅
、
仙
台
藩
大
番
士
に
し
て
宮
城
郡

江
戸
番
頭
を
勤
む
、
娩
年
十
浦
と
号
し
、

書
画
骨
董
を
愛
し
、
労
ら
製
陶
を
以
て
楽
と
な
す
、
其
の
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
四
三
）

焼
に
は
頗
る
見
る
べ
き
者
あ
り
、
寛
保
三
年
正
月
二
十
七
日
吉

村
三
三
家
に
臨
み
、
円
月
亭
の
額
及
び
和
歌
数
首
を
賜
ふ
、
・
仙

台
藩
の
平
然
に
て
千
石
の
禄
を
領
す
る
は
木
村
氏
と
宮
城
郡
七

北
田
村
矢
野
氏
の
み
な
り
。

　
　
ヤ
ス
ナ
リ

・
牧
野
鎮
成
　
藩
士
、

　
を
善
く
す
コ

通
称
権
右
工
門
、
吉
村
公
時
代
の
人
、
和
歌

　
右
の
記
述
は
『
仙
台
人
名
大
辞
書
』
（
羅
魚
信
鮪
船
）
の
紹
介
を
登
載

さ
せ
て
い
た
父
い
た
も
の
で
あ
る
。
木
村
義
式
と
牧
野
鎮
成
は
、
藩

士
と
し
て
吉
村
に
装
っ
た
こ
と
は
容
易
に
う
な
ず
け
る
。
し
か
も
和

歌
を
善
く
し
た
と
あ
れ
ば
、
吉
村
の
文
事
上
の
親
交
も
深
か
っ
た
ろ

う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
し
か
し
、
木
村
信
堅
．
（
藤
野
）
は
、
一
介
の
風
流
人
で
あ
り
な
が

ら
江
戸
番
頭
を
勤
め
、
そ
の
上
千
石
の
拝
領
を
う
け
て
い
る
程
の
人

で
あ
る
。
余
程
吉
村
の
信
任
が
篤
か
っ
た
人
物
に
相
違
な
い
。
こ
れ

ら
を
証
明
す
る
と
も
、
い
え
る
文
書
が
、
『
伊
達
家
文
書
』
（
鍬
日
勤
砧
破

第
三
）
に
み
え
て
い
ゑ

　
同
文
書
二
四
八
八
番
、
息
子
の
宗
村
に
宛
て
た
「
伊
達
吉
村
書

状
」
に
は
、
宗
村
自
作
の
詠
草
を
木
村
弓
馬
に
与
え
て
い
る
。

伊
達
吉
村
書
状

’

【
二
八【



　
　
　
　
　
（
前
略
）

一
木
下
図
馬
へ
県
下
候
御
詠
草
被
遣
候
、
何
方
も
可
昔
様
無
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

宜
敷
存
三
間
、
則
頂
載
三
三
候
、
殊
回
外
難
回
申
候
、
恐
々
謹

言
、

　
　
（
延
享
十
二
年
』
七
四
五
正
月
廿
六
日
）
　
吉
（
花
押
）

陸
奥
守
殿

　
ま
た
最
も
信
頼
の
お
け
る
人
物
と
し
て
、
吉
村
自
身
の
遺
言
状
の

中
に
、
吉
村
の
遺
骸
取
置
に
就
い
て
の
依
頼
状
が
あ
り
、
そ
れ
に
は

　
　
　
「
我
等
死
後

　
　
　
木
村
藤
馬
物
置
難
役
披
見
母
国
物
」

　
　
　
我
等
冤
後
取
置
妻
事
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
2

と
し
て
、
死
後
の
遺
骸
の
始
末
に
づ
い
て
、
木
村
弓
馬
に
細
々
と
書

ぎ
し
る
し
て
お
り
（
同
文
書
二
四
九
三
）
療
弓
取
轟
茨
数
に
つ
い
て
媛

　
遺
骸
取
仕
業
之
人
数
、
木
村
藤
馬
、
赤
坂
権
左
衛
門
、
鵜
沼
休
太

　
夫
、
詰
合
之
三
番
、
存
寄
有
之
三
間
、
牧
野
権
右
衛
門
（
鎮
成
）

　
　
ハ
立
合
可
申
候
、
其
外
壁
行
水
之
場
所
共
二
、
一
式
立
合
申
ま
し

　
く
候
、
古
山
丈
太
夫
石
田
宋
之
丞
内
一
人
詰
合
候
て
、
諸
事
其
節

　
之
〆
り
仕
候
事
、

、
と
記
し
て
、
全
く
少
人
数
に
限
っ
て
遺
骸
の
始
末
に
当
る
よ
う
に
書

き
残
し
て
い
る
。

ま
曳
吉
村
の
死
後
遺
産
ξ
い
て
の
導
・
状
（
同
文
書
二
四
九
九
）
に
は

一
子
共
々
毒
両
人
二
三
ハ
一
舌
漿
果
宛
も

一
　
年
寄
共
三
人
之
内
浜
野
事
ハ
　
百
両
計
　
両
人
ニ
ハ
七
拾
五

両
計
も

一
　
豊
田
二
　
五
拾
両
ほ
と
も
，

女
中
ハ
右
回
者
共
計
二
二
手
三

一
鵜
沼
三
太
夫
、
牧
野
撤
右
衛
門
一
三
再
三
（
叢

外
目
昼
夜
看
病
い
た
し
候
小
納
戸
、
回
外
不
寝
旧
い
た
し
三
者

計
、
其
内
月
番
判
形
役
馬
、
少
計
部
ヲ
別
段
二
被
相
立
、
小
納

戸
よ
り
不
寝
仕
悪
者
ハ
、
一
様
二
世
下
魚
様
出
願
候
、
「

　
そ
し
て
、
特
に
木
村
弓
馬
へ
の
遺
金
と
加
増
に
つ
い
て
は
、
特
別

の
は
か
ら
い
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
書
残
し
て
い
為
（
同
文
書
二
五
〇
一
）
。
、

一
－
木
村
藤
馬

右
ハ
、
我
等
金
子
二
百
両
か
二
百
五
十
両
迄
之
内
崖
下
候
悪
阻

、
妻
琴
候
、

一
　
序
な
が
ら
申
置
候
、
先
日
藤
馬
事
御
は
な
し
め
序
二
被
仰
候

バ
、
と
か
ヌ
御
役
目
を
被
仰
付
立
へ
て
ハ
可
そ
の
身
若
い
た
し

を
ち
も
御
心
え
な
ぐ
御
座
候
へ
は
、
　
「
生
御
役
目
ハ
不
玉
野

付
、
御
相
手
御
相
伴
な
と
計
仰
付
ら
れ
可
当
為
置
よ
七
御
は
な

し
三
三
候
、
そ
め
身
二
二
候
へ
て
ハ
・
有
か
た
ぎ
御
事
、
等
等
二

「
置
候
へ
て
も
恭
な
き
御
事
二
御
座
候
、
・
そ
れ
に
習
わ
れ
ら
願
御

座
候
、
左
図
ハ
X
我
等
忌
中
明
キ
候
八
三
、
二
百
石
之
御
加
増

一
二
九一



即
下
候
へ
て
、
千
石
の
高
二
成
被
下
、
大
番
頭
の
三
二
三
三
付

下
候
三
二
三
度
候
、
左
回
へ
は
も
は
や
我
等
心
さ
し
も
立
、
そ

の
身
為
家
の
為
二
も
、
戦
乱
ほ
と
の
御
を
ん
二
て
御
座
候
、
こ

れ
計
三
二
御
座
候
ま
x
、
御
さ
し
っ
か
い
も
無
御
座
候
ハ
ニ
、

右
の
と
を
り
二
三
仰
付
三
下
度
願
二
御
座
候
、
以
上
、

一
　
此
書
付
外
之
者
二
か
エ
せ
か
た
く
御
座
候
ま
N
、
お
り
瀬
戸

ひ
そ
か
に
認
さ
せ
申
候
、
も
し
女
之
手
跡
二
て
御
ふ
し
ん
も
御

座
候
半
か
と
、
品
々
書
付
申
候
、
以
上
、

　
更
に
ま
た
、
－
い
よ
い
よ
吉
村
が
卒
去
し
た
場
合
、
剃
髪
を
許
す
べ

き
三
宅
て
次
の
者
を
上
げ
て
い
る
（
同
文
書
二
四
七
八
）
。
．

　
　
剃
髪
願
候
ハ
玉
可
都
計
付
者

　
　
　
　
　
　
◎
つ
れ

　
　
　
　
　
　
◎
そ
へ

・
　
　
　
　
◎
り
せ

　
　
　
　
　
　
◎
浜
野

浜
野
被
告
付
候
ハ
玉
、
菅
野
願
申
事
可
有
之
候
、

被
仰
付
候
而
、
堅
ク
無
用
と
可
被
相
留
候
、
　
－

　
　
　
　
　
　
．
◎
隠
居
用
人
共

　
　
　
　
　
　
◎
木
村
弓
馬
　
　
　
一
（
傍
線
筆
者
）

　
　
　
　
　
　
◎
石
田
定
之
丞

　
　
　
　
　
　
◎
古
山
丈
太
時

期
之
年
寄
二

’

　
（
マ
マ
）

◎
赤
阪
権
左
衛
門
・

◎
鵜
沼
休
太
夫

　
　
　
　
（
付
箋
）

刀
番

◎
牧
野
権
右
衛
門

　
こ
の
よ
う
に
『
伊
達
家
文
書
』
・
の
一
端
を
み
た
だ
け
で
も
、
『
続

隣
松
集
』
の
編
者
木
村
野
馬
等
三
名
の
、
吉
村
か
ら
の
信
頼
が
い
か

に
篤
か
っ
た
か
が
理
解
さ
れ
た
か
と
思
量
。
特
に
、
木
村
藤
馬
、
牧

野
鎮
成
に
お
い
て
は
、
そ
の
信
任
も
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
こ
れ
ら
の
文
書
か
ら
も
窺
い
知
ら
れ
る
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

吉
村
時
代
の
右
筆
に
つ
い
て

　
そ
こ
で
、
も
し
仮
に
『
隣
凝
集
』
『
続
隣
松
永
』
共
に
右
筆
等
に

よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
は
た
し
て
吉
村
時
代
の

右
筆
に
、
ど
ん
な
人
物
が
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
前
に
、
わ
が

国
の
書
道
史
上
か
ら
み
た
右
筆
の
存
在
を
ご
く
簡
単
に
ふ
れ
て
お
こ

う
。
，
　
江
戸
時
代
初
期
以
来
、
日
本
の
書
の
流
れ
に
二
流
が
あ
っ
た
。
一

つ
は
、
幕
府
中
心
に
御
家
流
が
尊
重
さ
れ
た
こ
と
。
そ
の
二
は
、
五

山
の
僧
の
流
れ
を
く
む
禅
僧
ら
に
よ
っ
て
、
唐
様
が
寺
院
に
命
脈
を

保
ち
つ
づ
け
た
こ
と
で
あ
る
。

　
日
本
流
の
書
体
を
総
称
し
て
和
様
と
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
の
中
心

は
京
都
に
あ
っ
た
。
家
康
は
幕
府
を
江
戸
に
お
い
て
、
江
戸
繁
栄
の

｝
三
〇一



基
を
つ
く
っ
た
が
、
華
や
か
な
元
禄
文
化
は
上
方
文
化
の
移
植
で
、

文
化
の
中
心
は
な
お
京
都
に
あ
っ
た
。
書
道
の
面
に
お
い
て
も
、
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

三
前
後
は
、
和
様
の
全
盛
期
で
あ
っ
た
。

　
も
と
も
と
御
家
流
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
世
尊
寺
流
よ
り
分
れ
た

流
派
で
、
尊
円
親
王
を
祖
と
し
た
。
親
王
は
、
伏
見
帝
第
六
王
子

で
、
青
蓮
院
の
門
主
と
し
て
京
都
粟
田
口
に
い
た
の
で
、
別
に
青
蓮

院
流
と
も
粟
田
流
ど
も
称
し
た
。

　
古
来
朝
廷
の
儀
式
に
際
し
て
書
か
れ
る
書
は
、
世
尊
寺
一
家
が
書

く
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
売
が
、
享
禄
二
年
食
五
二
九
）
世
尊

寺
行
秀
が
残
し
て
、
世
尊
寺
流
が
断
絶
し
か
け
允
と
き
、
後
奈
良
帝
．

は
こ
れ
を
憂
い
、
持
明
院
家
が
そ
の
伝
統
を
う
け
、
持
明
院
三
春
が

そ
の
あ
と
を
つ
ぐ
。
以
来
持
明
院
流
を
称
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
。
従

っ
て
、
室
町
時
代
の
主
た
る
和
様
は
、
，
青
蓮
院
流
と
持
明
院
流
の
二
・

流
で
あ
っ
た
。
却
ち
、
こ
の
同
派
の
外
に
、
素
三
流
・
三
孝
流
．
飛

鳥
井
流
・
三
楽
流
・
宗
三
流
・
堺
流
・
追
書
流
な
ど
、
幾
多
め
流
派

が
林
立
し
た
が
、
’
何
れ
も
大
体
青
蓮
院
流
風
を
帯
び
た
和
様
で
、
御

家
流
の
様
式
を
出
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
御
家
流
の
書
を
、
家
康
が
特
に
愛
好
し
た
こ
と
と
三
瀬
っ

て
、
幕
府
の
公
文
書
、
制
札
の
類
は
勿
論
の
こ
ど
、
三
百
諸
侯
の
進

達
三
等
は
、
す
べ
て
こ
の
御
家
流
で
認
め
る
こ
と
が
慣
例
と
な
り
、

従
っ
て
、
御
家
流
は
各
藩
の
実
用
書
体
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
各
藩

に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
御
家
流
の
能
筆
家
が
輩
出
し
、
当
仙
台
藩
に
お
い
．

て
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

　
仙
台
藩
が
文
芸
上
で
最
も
盛
行
を
み
た
の
は
、
政
宗
時
代
を
除
二
け

ば
、
お
そ
ら
く
綱
村
・
吉
村
父
子
時
代
で
、
元
禄
以
降
四
五
十
年
の
・

間
で
あ
ち
う
か
。
こ
の
時
期
に
ま
た
多
く
の
文
人
墨
客
も
世
に
出
て
．

い
る
。
虎
岩
八
弥
も
そ
の
一
人
で
、
仙
台
藩
の
右
筆
を
代
表
す
る
一

人
と
称
さ
れ
て
い
る
。
虎
岩
家
、
は
、
代
々
医
道
を
も
っ
て
藩
に
つ
か

え
た
が
、
，
書
を
も
た
し
な
み
、
御
家
流
を
よ
く
し
た
。

　
綱
村
・
吉
村
父
子
の
時
代
は
、
・
尊
朝
流
右
筆
の
全
盛
時
代
で
、
当

蒔
の
系
統
を
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
「
仙
台
市
史
第
五
」
に
よ
る
）
。

尊
朝
流

　　高
直尊橋
　円次

強弓
　　八
　　郎
　　1

助
惣
流

1
首
藤
平
治

一
小
林
文
林

一
遠
藤
正
作
（
綱
村
右
筆
）

博
白
石
些
些
（
・
〃
「
）

レ
太
田
弥
九
郎
、
（
〃
）

畑
魏
⊥
安
購
ユ

關
弥
三
郎

　
　
（
吉
村
右
筆
）
，

（
吉
村
右
筆
）

工
福
弥
幽

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@一

X
彦
圏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
村
右
筆
）

ま
た
、
’
幕
府
の
右
筆
に
は
、
次
の
よ
う
な
人
々
が
い
た
つ
r

　　m
　i’m



幕
府
右
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
綱
村
右
筆
）

久
保
吉
衛
門
一
庄
司
新
助

◎
尊
朝
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
村
右
筆
八
弥
流
）

虎
岩
道
説
1

　
　
（
弓
馬
）

八
　
　
弥

　
　
（
頼
景
）

1
石
川
平
」
治
右
衛
門

1
小
林
文
林

一
斎
藤
治
左
衛
門

一
勝
右
衛
門

⊥
高
橋
伝
左
團

一
三
梁
川
喜
平
治

1
村
岡
三
太
夫

，
一
石
母
田
六
右
衛
門

⊥
鈴
査
五
圃

1
岩
田
多
仲

1
長
峰
権
十
郎

（
吉
村
右
筆
）

（
吉
村
右
筆
）

1
清
野
成
俊
一
石
田
二
水

⊥
石
沢
市
兵
圃

⊥
星
唾
罵

（
吉
村
右
筆
）

（
吉
村
右
筆
）

◎
尊
朝
流

蕪
判
［
烈
阿・A白吉風
鈴三
士三軒

⊥
小
原
善
左
回

　
　
　
　
（
吉
村
右
筆
）

⊥
守
谷
董
〒
鞭
富
豪
順
助
r

　
　
　
　
（
吉
村
右
筆
）

⊥
渡
辺
三
業
鮎
鍵
］

⊥
佐
肇
三
三
議
中
）

　
　
　
　
（
吉
村
右
筆
）

一
及
川
惣
七
三

寸
曼
左
衛
門
7
（
士
。
村
右
回

［
佐
三
章

幕
府
右
筆

（大

ｭ
寛
文
五
年
殿
す
、
御
家
流
一
派
の
み
、
）

　
右
の
略
系
の
う
ち
、
［
口
］
内
は
吉
村
右
筆
と
し
て
活
躍
す
る

が
、
八
弥
ほ
か
十
五
名
の
多
き
に
上
っ
て
い
る
。
し
か
も
注
目
し
な

け
れ
ぽ
な
ら
な
い
の
は
、
幕
府
右
筆
の
責
任
を
負
い
な
が
ら
、
仙
台

藩
の
右
筆
を
も
兼
ね
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
右
筆
の
職
責

が
如
何
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
、
単
な
る
書
の
巧
拙
を

云
々
す
る
の
み
な
ら
ず
、
右
筆
と
し
て
の
地
位
の
確
立
が
堅
固
な
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
す
な
わ
ち
鎌
倉
・
室
町
幕
府
の
右
筆
は
、
職
制
上
で
は
、
引
付
衆

　　丁　歪一



の
下
級
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
が
、
江
戸
幕
府
に
な
る
と
、
老
中
．
若

年
寄
の
下
に
、
機
密
文
書
を
扱
う
奥
右
筆
と
、
単
に
一
般
政
務
を
扱

う
表
右
筆
と
を
お
く
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
ら
と
相
侯
っ
て
、

諸
大
名
も
そ
れ
ぞ
れ
に
右
筆
を
お
き
、
幕
府
と
の
連
携
を
よ
り
密
接

な
も
の
に
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
動
向
と
無
値
嵩
で
は
な
い
。

吉
村
の
筆
跡

　
こ
の
よ
う
に
、
、
吉
村
に
つ
か
え
た
右
筆
は
多
か
っ
た
の
で
あ
る

が
、
彼
等
の
う
ち
、
吉
村
の
著
わ
し
た
和
歌
や
随
筆
の
書
写
を
行
な

わ
な
か
っ
だ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
恐
ら
く
、
こ
れ
だ
け
の
右
筆
の
中

に
は
、
自
ず
と
こ
の
『
正
応
』
『
続
集
』
の
書
写
に
携
っ
た
右
筆
も

多
々
あ
っ
た
ろ
う
と
推
察
さ
れ
ゐ
。

　
全
体
の
筆
跡
を
み
る
と
、
よ
く
字
体
が
似
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
・

あ
れ
だ
け
彪
大
な
も
の
な
の
で
、
急
雨
に
よ
り
、
若
干
ず
つ
趣
を
異

に
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
右
筆
は
、
ど
う
し
て
も
主
人
の
筆
に
似

せ
て
書
く
傾
向
が
濃
厚
で
あ
る
か
ら
、
筆
跡
が
酷
似
す
る
の
で
あ
る

が
、
し
か
し
、
そ
こ
に
は
自
然
そ
の
人
の
く
せ
と
い
う
も
の
が
出
る

之
と
は
否
め
な
い
。
吉
村
も
か
な
り
の
能
書
家
で
あ
り
、
右
筆
は
、

こ
．
の
吉
村
の
筆
跡
に
よ
く
似
せ
て
書
写
し
允
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
吉
村
自
筆
と
さ
れ
る
も
の
と
の
対
照
で
も
、
い
「
か
に
も
吉

村
の
筆
跡
に
酷
似
し
、
ど
ち
ら
が
本
物
か
戸
惑
う
程
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
決
定
的
と
思
わ
れ
る
筆
跡
の
相
違
が
一
つ
だ
け
あ
る
。

一
般
的
に
い
っ
て
、
筆
跡
鑑
定
に
は
ハ
よ
く
似
て
い
る
が
筆
力
が
弱

い
と
か
、
臨
書
を
し
て
い
る
の
で
ど
こ
か
に
ぶ
れ
が
あ
る
と
か
、
…
様

々
と
そ
の
弱
点
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
吉
村
の
署
名
に
、
自
筆
と
さ
れ

る
他
の
資
料
を
み
る
と
、
、
「
吉
」
　
の
字
の
筆
画
に
明
ら
か
に
違
い
が

み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
②
③
④

　
「
吉
」
の
文
字
を
分
解
す
る
と
、
一
i
一
口
の
筆
順
に
な
る
が
、

自
署
の
場
合
は
、
第
一
と
第
三
の
三
三
を
先
に
書
き
、
第
二
の
三
三

を
書
く
ど
き
、
第
三
の
三
三
を
上
か
ら
つ
き
ぬ
け
て
口
を
書
《
方
法

で
あ
る
。
し
か
も
第
三
の
横
壷
皿
、
第
一
の
…
横
画
よ
り
も
展
目
エ
書

い
て
あ
る
場
合
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
『
正
集
』
≒
御
集
』
に
、

書
か
れ
た
「
吉
」
の
文
字
は
、
殆
ん
ど
が
正
順
の
書
き
方
で
、
し
，
か

・
も
第
一
の
横
画
の
方
が
、
第
三
の
横
雪
よ
り
も
長
い
の
が
特
徴
で
あ
　
『

る
。
前
に
掲
げ
た
「
成
文
」
の
押
印
の
あ
る
奥
書
の
署
名
で
す
ら
そ
　
三
三

う
で
あ
る
・
こ
れ
は
明
ら
が
に
、
吉
村
自
筆
と
い
う
断
定
に
疑
義
を
甲

も
た
ざ
る
を
得
な
い
証
拠
の
一
つ
で
あ
る
。

　
文
、
押
印
に
つ
い
て
い
え
ば
、
残
念
な
が
ら
『
伊
達
家
文
書
』
原

本
と
当
館
本
と
を
直
接
照
合
す
る
ご
と
は
で
き
な
い
が
、
朱
肉
の
色

に
時
代
的
色
合
が
希
薄
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
「
成
文
」
の
文
字

も
若
干
異
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
一
般
的
に
考
宜
ら
れ
る
こ

と
は
、
署
名
、
と
押
印
は
、
自
ら
為
す
も
の
と
考
え
ら
れ
ゐ
が
、
『
正

集
』
『
魚
島
』
の
場
合
は
、
自
署
自
押
印
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
な
の
で
あ
ろ
ヶ
。
ま
た
、
ご
の
家
集
に
は
、
吉
村
の
花
押
が
一
，
つ

も
見
当
ら
な
い
こ
と
も
、
存
疑
を
深
め
る
一
つ
で
む
あ
る
。
「



仙
台
市
立
博
物
館
所
蔵
資
料
に
つ
い
て

　
筆
者
は
、
宮
城
県
図
書
館
の
伊
達
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料

を
唯
一
の
頼
み
と
し
て
赴
き
馬
偶
然
に
、
成
立
に
係
る
貴
重
な
記
事

．
を
見
出
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
実
は
、
同
図
書
館
に
は
、
結
局
『
続

隣
松
集
』
の
和
文
三
巻
の
部
分
の
み
で
（
例
え
ば
、
『
仙
台
叢
書
』
．

に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
五
山
松
集
』
と
称
さ
れ
て
い
る
も
の
も
、
，
こ

れ
に
拠
っ
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ど
推
測
し
た
の
で
あ

っ
た
。
従
っ
て
、
吉
村
の
『
隣
酒
壷
』
及
び
『
続
隣
七
巡
』
の
全
容

ぽ
、
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
　
．
　
’

　
向
県
図
書
館
に
於
て
、
吉
村
の
筆
跡
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
確
証

を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
奉
仕
課
の
方
に
誠
に
残
念
で
あ
る
旨
を
告

げ
る
と
、
・
そ
こ
で
、
市
立
博
物
館
の
学
芸
員
の
方
を
紹
介
し
て
下
さ

り
、
時
間
も
切
迫
し
て
い
た
が
、
閉
館
ま
で
二
時
間
足
ら
ず
あ
る
、

早
速
博
物
館
の
方
に
赴
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
来
意
を
告
げ
る
と
、
係
の
方
が
出
し
て
下
さ
っ
た
の
が
、

正
κ
当
館
購
入
の
．
『
三
三
』
．
『
三
三
』
と
全
く
相
似
の
、
黒
漆
塗
り

の
桐
箱
二
個
で
あ
っ
た
。
思
わ
ず
歓
喜
し
た
。
双
方
の
被
蓋
に
，
は
そ

れ
ぞ
れ
『
隣
松
西
　
七
冊
』
『
続
意
馬
集
　
十
一
冊
』
巴
金
泥
の
文
字

が
認
め
ら
れ
、
そ
の
筆
跡
も
同
筆
ど
目
さ
れ
た
ゆ
当
館
本
よ
り
大
型

で
、
牡
丹
花
模
様
の
絹
布
表
紙
（
叢
書
膝
書
置
嫁
聖
跡
雛
湖

油
心
霊
轟
罪
患
畜
謙
）
、
亘
す
べ
て
が
豪
華
隠
亡
で
あ

る
。
内
容
の
筆
跡
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　
　
更
に
話
し
を
進
め
て
い
く
と
、
吉
村
の
自
筆
と
さ
れ
る
も
の
が
何

　
点
か
あ
り
、
い
わ
ば
こ
の
『
正
集
』
『
霊
薬
』
に
収
め
ら
れ
た
作
品

・
の
自
筆
校
本
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
短
冊
な
ど
も
か
な
り
の
枚

　
数
を
収
蔵
し
て
い
る
と
い
う
。

　
　
そ
こ
で
自
筆
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
で
「
『
塩
竈
松
嶋
之
記
』

　
と
『
松
が
浦
嶋
単
記
』
（
如
ザ
三
厩
鋤
鉦
蝶
が
和
）
の
二
点
を
拝
覧
さ
せ

　
て
頂
い
た
。
そ
の
比
照
で
は
当
館
本
・
同
市
立
博
物
館
本
の
『
隣
松

　
集
』
の
筆
跡
と
酷
似
は
す
み
が
、
矢
張
刎
異
筆
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

・
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
益
々
吉
村
の
自
筆
で
は
な
い
と
い
う
確
証
を

」
深
く
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
・
当
館
本
と
同
博
物
館
本
と
は
、
そ
の
豪
華
さ
に
お
い
て
勿
論
趣
を
，

　
異
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
博
物
館
本
を
み
る
限
り
、
『
正
集
』

　
と
『
続
集
』
と
が
時
代
を
隔
て
て
別
々
に
書
写
装
訂
き
れ
た
も
の
と

　
は
考
え
ら
れ
な
い
。
全
く
双
方
の
筆
跡
・
装
訂
上
の
趣
き
が
一
致
し

　
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
か
ら
推
定
し
て
も
、
該
書
は
、
家
臣
に
編

集
さ
せ
右
筆
ら
に
書
写
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
み
の
で
あ
る
（
女
戒

蠣
畿
成
）
。

　
　
こ
う
し
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
同
家
集
に
つ
い
て
少
な
く
と
も
二
部

　
の
所
在
が
確
認
ざ
れ
た
。
結
局
察
す
る
に
、
同
博
物
館
本
は
、
家
宝

　
と
し
て
伊
達
家
に
伝
承
さ
れ
、
当
館
本
は
、
一
種
の
嫁
入
本
と
し
て

作
ら
れ
、
そ
れ
が
何
時
の
時
点
で
か
世
間
に
流
出
し
、
古
書
疑
の
手

　
に
渡
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
出
所
は
一
つ

　
な
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
．
　
，
’

【
三
四一



　
こ
こ
で
伊
達
文
庫
に
つ
い
て
み
る
と
、
，
戦
後
同
文
庫
か
ら
か
な
り

世
間
に
流
出
し
た
様
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
収
蔵
し
て
あ
っ
た
財
宝
の

う
ち
、
．
一
般
受
け
の
す
る
資
料
等
は
、
宮
城
県
図
書
館
に
、
美
術
工

芸
晶
及
び
古
文
書
の
類
は
、
仙
台
市
立
博
物
館
の
方
に
と
分
納
さ
れ

た
。
そ
こ
で
乱
売
は
防
止
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
図
書
・

館
で
は
、
蔵
書
目
録
中
に
伊
達
文
庫
の
分
も
地
方
史
資
料
の
一
環
と

し
て
収
め
、
又
同
博
物
館
で
は
、
昭
和
二
十
六
年
に
伊
達
家
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
『
伊
達
家
寄
贈
文
化
財
目
録
美
術
．
工
芸
』

ど
し
て
刊
行
し
た
。
昭
和
四
十
年
の
こ
と
で
あ
る
。

内
容
と
評
価

　
さ
て
こ
れ
ま
で
、
成
立
事
情
に
大
方
の
紙
幅
を
費
し
て
し
ま
い
、

内
容
に
ふ
れ
る
余
裕
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
末
尾
に
別
添
し
た
編
成
と
各
々
の
作
品
の
奥
書
に
よ
っ
て
、
お
よ

そ
の
見
当
は
つ
け
ら
れ
る
か
と
思
う
が
、
詠
歌
の
数
だ
幽
け
で
も
、

　
『
三
三
』
は
四
、
三
九
〇
首
、
『
三
三
』
、
は
三
、
　
一
一
五
首
、
別
巻

が
四
六
首
、
合
計
七
、
三
〇
〇
首
の
大
部
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
れ

に
和
文
の
中
に
詠
ま
れ
た
歌
を
も
加
え
れ
ば
、
か
な
り
の
数
に
上
お

こ
と
に
な
る
。
ゴ

　
　
一
方
評
価
の
点
を
い
え
ば
、
自
筆
稿
本
で
は
な
い
と
い
う
難
点
は
・

あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
諸
点
に
お
い
て
、
こ
の
家
集
は
軽
視
で
き
な

．
い
意
味
を
持
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ω
吉
村
の
大
方
の
事
跡
、
行
動
の
周
辺
が
察
知
さ
れ
る
こ
と
ゆ
そ
れ

は
、
詳
細
に
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
、
何
時
・
ど
・
こ
で
・

い
か
な
る
由
に
詠
じ
又
書
か
れ
た
か
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ら
の
記
載
を
丹
念
に
追
え
ば
、
吉
村
の
事
跡
を
知
り
得
る
資
料
と

も
な
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。

②
作
品
は
、
必
ず
当
時
第
一
、
級
の
公
家
歌
人
に
よ
っ
て
添
削
を
受
け

－
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
、
公
家
と
の
交
流
が
い
か
に
重
要
な
意
味

　
を
も
り
も
の
で
あ
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
単
に
作
品

　
た
対
し
て
公
家
の
御
墨
付
を
頂
戴
し
箔
を
つ
け
る
と
い
っ
た
性
質

　
の
も
の
で
は
な
く
、
吉
村
の
誠
実
さ
の
あ
ら
わ
れ
と
見
る
べ
き
で

　
あ
ろ
う
。
各
奥
書
を
み
る
と
、
添
削
を
受
け
た
上
で
必
ず
清
書
を
■
［

　
行
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
自
己
の
作
品
に
対
し
て
、
よ
り
す
ぐ
　
三
五

・
れ
た
三
分
眼
識
を
拝
戴
す
る
こ
と
で
、
ポ
り
作
品
を
完
成
さ
せ
、
　
【

．
美
の
追
述
を
求
め
て
や
ま
ぼ
い
真
摯
な
態
度
と
い
え
る
。
そ
の
姿

　
勢
は
、
ま
た
、
人
間
修
業
の
道
に
も
通
じ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う

　
か
。

㈲
一
藩
の
主
面
と
し
て
．
領
掴
の
情
況
、
民
生
の
安
定
、
領
地
の
景

　
勝
の
保
存
に
、
多
く
腐
心
し
て
レ
る
ヒ
と
。
単
に
景
勝
の
讃
嘆
に

と
ど
ま
る
こ
巴
な
く
、
そ
の
保
存
維
持
に
勤
め
た
こ
と
は
、
・
彼
の

　
施
政
上
た
表
わ
れ
て
お
り
、
文
和
文
の
随
所
に
そ
の
姿
勢
の
片
鱗

，
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。



ω
諸
藩
の
大
名
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
た
学
問
や
文
芸
上
の
著
録
は
数

　
多
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
個
々
ば
ら
ば
ら
に
、
写
本
で
或
は
版

　
本
で
転
々
と
伝
播
さ
れ
、
ま
た
す
で
に
散
撫
し
て
い
る
資
料
も
多

’
く
、
こ
の
吉
村
の
家
集
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
編
成
さ
れ
、
稿

　
を
な
し
で
い
る
こ
と
は
多
く
は
み
な
い
。
そ
の
点
で
の
価
値
も
見

　
の
が
せ
な
い
。
い
わ
ぽ
資
料
の
伝
承
の
有
り
方
の
問
題
を
提
起
し

　
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

む
す
び

　
長
沢
規
矩
也
氏
は
、

る
。

稿
本
の
定
義
を
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い

伝
写
本
に
対
し
て
、
編
著
者
の
草
稿
を
稿
本
（
藁
本
）
と
よ
ぶ
。

そ
う
い
う
と
、
稿
本
と
は
編
著
者
み
ず
か
ら
が
手
書
き
し
た
写
本

と
思
う
人
も
あ
ろ
う
が
、
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
編
著
者
が
門
人

に
ま
と
め
さ
せ
た
草
稿
も
稿
本
で
あ
る
ば
か
り
か
、
稿
本
を
そ
の

ま
ま
転
写
し
た
写
本
も
、
さ
ら
に
、
稿
本
そ
の
ま
ま
を
な
ん
ら
か

の
方
法
で
出
版
し
た
本
も
稿
本
と
い
え
る
。
づ
ま
り
、
稿
本
の
称

は
内
容
に
つ
い
て
の
も
の
で
、
」
刊
写
の
形
式
に
よ
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
の
た
め
、
編
著
者
み
ず
か
ら
書
い
た
類
本
を
、
特
に
自
筆

，
稿
本
・
手
稿
本
と
よ
ぶ
（
翼
噸
辮
魁
㌔
ρ
。

今
、
氏
の
説
に
従
え
ば
、
仮
に
吉
村
自
筆
稿
本
と
は
い
い
難
い
に

し
て
も
、
吉
村
が
家
臣
に
編
集
筆
写
さ
せ
た
稿
本
で
あ
る
こ
と
に
は

異
論
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
蝉
騒
は
、
当
館
本
と
仙
台
市
立

博
物
館
本
と
二
本
に
限
定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
取
扱
い

を
し
て
保
存
す
る
こ
と
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
全
容

が
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
ゴ
こ
れ
か
ら
の
研

究
に
益
す
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　
先
年
内
閣
文
庫
で
、
「
大
名
の
著
述
展
」
が
催
さ
れ
た
。
そ
の
中

に
吉
村
の
作
品
三
点
が
出
陳
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
写
本
及
び
版

本
で
あ
る
。
こ
う
し
た
催
し
に
よ
っ
て
、
諸
藩
大
名
の
学
術
と
文
芸

が
理
解
さ
れ
、
研
究
の
端
緒
と
も
な
り
、
こ
の
吉
村
の
家
集
が
、
そ

れ
ら
の
研
究
の
一
端
に
加
え
ら
れ
、
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
筆
者
に
と
っ

て
は
望
外
の
幸
で
あ
る
。

参
考
　
こ
の
家
集
の
編
成
を
更
に
細
目
に
わ
た
っ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
上
段
に
各
々
の
作
品
名
を
記
し
、
下
段
に
は
、
作
品

に
記
し
て
あ
る
識
語
類
を
収
録
し
て
、
全
容
が
汲
み
取
れ
る
よ
う
に

配
慮
し
た
。
な
お
、
作
品
無
下
の
算
用
数
字
は
収
録
単
数
を
示
す
。

ま
た
『
仙
台
叢
書
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
は
、
そ
の
旨
を
付
記

し
た
（
作
品
名
は
本
文
中
の
も
の
に
よ
る
。
漢
字
は
通
用
の
も
の
に
改
め
た
。
）
。

「
三
六一



昏

作
　
　
品
　
　
名

三三隣
　　．松
　　三
下中上
恋秋春（420）　（569）　（809

雑冬夏（857）　（387）　（315

隣
松
集
組
題
旧

識

証口口

上
記
三
巻
首
に
点
者
名
を
次
の
よ
う
に
記
す

紫
　
点

三三浅
黄
黄繭
三

三
三
三
関
白
基
熈
公

中
院
前
内
大
臣
通
茂
公

清
水
谷
前
大
納
言
実
業
卿

中
院
前
大
納
言
三
三
卿

武
者
小
路
前
中
納
言
実
陰
卿

竹
内
二
位
三
三
卿

下
巻
奥
に
次
の
三
文
あ
り

名
に
た
か
き
和
寄
の
う
ら
な
み
か
け
て
た
に
な
を
い
う
そ
は
ぬ
松
の
こ
と
の
葉

　
　
　
　
　
左
近
衛
中
将
吉
村
，

賊夫
和
歌
者
、
扶
桑
不
朽
之
盛
事
而
、
人
心
感
レ
物
之
詞
葉
也
、
濫
二
膓
二
天
橋
遙
合
之
三
唱
↓
権
二
旧
記
出
雲
旧
地
，

之
神
号
↓
自
レ
爾
以
来
、
本
邦
之
風
俗
、
王
侯
士
庶
、
調
レ
之
吟
レ
之
、
以
言
二
書
志
↓
予
三
三
幼
三
二
斯
道
↓
有
二
年
干

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
年
一
六
九
五
）

舷
↓
今
此
集
也
、
従
二
十
六
歳
元
禄
乙
亥
一
至
三
二
十
有
九
享
保
今
年
↓
其
間
所
レ
作
之
倭
歌
及
文
藻
若
干
巻
、
嘗

　
（
干
力
）

就
二
瀬
当
世
公
卿
、
歌
林
道
達
之
家
↓
編
二
請
添
削
↓
以
得
二
是
正
一
軸
以
成
レ
編
、
黒
日
二
四
松
集
↓
三
三
伝
〆
家
、

不
ラ
供
三
三
之
養
一
則
幸
　
、

　
　
　
　
（
一
七
一
八
）

　
　
時
三
三
保
三
戊
戌
歳
二
月

首
に
目
次
を
記
す

七

＼



　
　
　
　
　
　

詠
百
首
和
歌
㎜

詠
百
首
和
歌
㎜

詠
百
首
和
歌
m

詠
百
首
和
歌
㎜

奥
書右
喜
和
警
元
聾
野
於
葛
近
習
源
重
霜
±
ハ
筆
意
三
首
中
院
前
内
府
三
三
位
三
三
馨
合

点
六
十
三
首
、
余
分
改
作
及
三
度
而
皆
皆
点
、
衡
今
度
令
清
書
為
一
帖
子
、

　
　
（
一
七
〇
八
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
月
）

　
　
宝
永
五
年
次
回
子
陽
月
下
欝

奥
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
〇
八
）

此
一
帖
之
百
首
和
歌
者
、
去
宝
永
五
年
春
在
江
府
之
醐
近
臣
相
倶
詠
之
後
、
中
院
前
回
二
三
茂
公
奉
請
添
削
一

巻
也
、
其
後
武
者
小
路
宰
相
中
将
実
陰
卿
乞
合
点
替
歌
各
二
首
点
無
之
分
清
書
除
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
点
百
首
、
黄
点
六
十
九
首

　
　
　
　
（
一
七
コ
）

　
．
三
時
正
徳
元
年
五
月
上
旬

　
　
　
　
　
　
　
左
近
少
将
吉
村

奥
書

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
一
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
＝
二
）

右
百
首
和
歌
者
、
去
正
徳
二
年
在
武
州
随
公
私
芋
蔓
同
三
年
百
商
量
旱
、

削
回
講
翻
後
令
清
書
、
又
里
雪
点
今
度
改
加
清
書
再
製
、

　
　
（
一
七
一
六
）
（
三
月
）

　
正
徳
第
六
弥
生
中
旬
　
右
中
将
吉
村

奥
書
右
百
首
和
歌
者
“
去
年
詠
之
後
、

　
　
　
　
（
一
七
一
八
）

　
　
三
時
享
保
三
年
十
月
下
旬

ゐ

去
年
武
者
小
路
黄
門
実
陰
卿
三
三
添

武
者
小
路
中
納
言
実
陰
卿
奉
請
添
削
一
巻
也
、

　
　
　
　
　
左
中
将
吉
村

又
乞
再
点
者
也
、

［
三
八一



　
　
　
　
　
　
　

詠
五
十
首
和
歌
5
0

詠
三
十
一
首
和
歌
3
1

詠
三
十
首
和
歌
3
0

詠
三
十
首
和
歌
3
0

首
に
日

（一

ｵ
〇
六
）

宝
永
三
年
二
月
五
日
武
州
浅
草
稲
荷
社
奉
納
、

　
左
近
衛
権
少
将
藤
原
吉
村

首
に
日

名
取
郡
竹
駒
明
神
社
参
詣
三
三
奉
納

　
左
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
吉
村

奥
書

武
者
小
路
実
陰
卿
点
、

右
所
詠
之
和
歌
者
、
依
有
心
中
之
願
望
、
今
度
自
武
州
帰
城
之
時
、
駅
路
野
里
詠
之
、
今
月
着
旧
三
日
h
詣
名

取
郡
竹
駒
明
神
敬
拝
之
序
、
奉
納
神
前
者
也
、
細
述
野
送

三
三
、

　
　
　
（
一
七
】
八
）

　
　
享
保
三
三
三
年
仲
夏
十
一
日
　
　
　
　
　
　
，
♪

、
不
受
達
人
之
添
削
、
神
慮
三
三
他
人
之
三
三
不
少

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
」
　
・

首
に
日
（
注
　
三
月
十
一
日
ヨ
リ
四
月
十
日
マ
デ
ノ
歌
ナ
リ
）
　
／

元
硫
鵡
三
従
三
月
＋
百
着
到
点
取
和
蔵
内
二
位
惟
卑
官
自

首
に
日
　
　
　
・
、

（一

ｵ
〇
四
）

宝
永
元
年
七
月
十
日
、
始
而
領
国
入
部
之
節
、
奥
州
塩
竈
社
奉
納
、

，
・
従
四
位
下
行
左
近
衛
権
少
将
兼
陸
奥
守
藤
原
朝
臣
吉
村

武
者
小
路
実
陰
卿
点
、

一
三
九［



詠
名
所
和
歌
3
0

迂
回
二
十
首
和
歌
2
0

詠
二
十
首
和
歌
2
0

詠
二
十
首
和
歌
2
0

詠
二
十
首
和
歌
2
0

　
　
　
　
　
　
（

奥
書
右
三
十
首
嘉
名
区
者
、
我
領
国
之
勝
宿
悪
、
然
此
地
欝
欝
甚
遠
無
視
公
卿
緒
論
游
観
三
三
三
三
、
三
三
三
三
回

書
頗
、
見
其
雪
害
画
図
、
知
其
半
弓
伝
聞
、
未
見
労
称
其
景
尽
記
、
其
勝
者
豊
不
遺
恨
哉
、
思
四
過
年
三
詠

歌
、
干
公
武
留
意
予
独
吟
、
重
縦
笛
之
、
請
添
削
干
武
者
小
路
黄
門
実
学
卿
ハ
今
為
一
巻
染
毫
毛
早
、

　
（
一
七
一
七
）

　
享
保
二
年
五
月
中
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
虎
責
中
郎
将
吉
三

三
に
日

（｝

ｵ
〇
七
）

宝
永
四
年
従
三
月
廿

点
、

一
日
至
四
月
朔
日
着
到
、

従
奥
州
仙
城
至
武
州
旅
行
、
毎
日
二
首
三
三
之
、
清
水
谷
三
相

首
に
日

　
（
一
七
〇
δ

宝
永
三
年
九
月
下
旬
在
領
国
紅
葉
形
押
短
冊
二
詠
書
付
之
、

清
水
谷
亜
相
点
、

首
に
日

（一

ｵ
一
七
）

享
保
二
年
二
月
十
五
日
奥
州
仙
台
城
下
鳥
崎
文
珠
堂
建
立
後
初
度
奉
納
、
武
者
小
路
実
陰
卿
点
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
近
衛
権
中
将
従
四
位
上
行
三
陸
三
三
藤
原
朝
臣
吉
村

首
に
日
「
　
竹
内
惟
庸
三
一
占
州

四
〇



隣
松
集
組
題
　
下

　
　
詠
十
五
首
和
歌
1
5

詠
十
五
首
和
歌
1
5

　
　
　
　
　
　
　

詠
十
五
首
和
歌
1
5

詠
十
五
首
和
歌
1
5

詠
十
五
首
和
歌
1
5

詠
十
五
首
和
歌
1
5

　
　
　
　
　
　
（

首
に
目
次
を
記
す

首
に
日

　
（
一
七
〇
三
）

元
禄
十
六
年
二
月
七
日
初
午
武
州
稲
荷
社
奉
納
、

竹
内
二
位
惟
皇
土
点
、
院
花
堂

首
に
日

（一

ｵ
〇
七
）
（
十
二
月
）

宝
永
四
年
極
月
城
中
愛
宕
社
奉
納
、
中
院
前
内
府
通
濡
事
御
点
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
四
位
下
行
左
近
衛
権
少
将
三
陸
三
三
藤
原
朝
臣
吉
村

首
に
日
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

（一

ｵ
〇
七
）

宝
永
四
年
極
月
奥
州
仙
台
城
下
亀
岡
八
幡
宮
奉
納
、
武
者
小
路
実
陰
卿
点
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
四
位
下
行
左
近
衛
権
少
将
三
陸
三
三
藤
原
朝
臣
吉
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

首
に
日

宝
永
四
年
極
月
奥
州
仙
台
城
下
大
崎
八
幡
宮
奉
納
、
武
者
小
路
聯
碁
卿
点
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
四
位
下
行
左
近
衛
権
少
将
三
陸
三
三
藤
原
朝
臣
吉
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

首
に
日

（一

ｵ
〇
八
）

宝
永
五
年
十
一
月
朔
日
奥
州
仙
台
城
下
大
崎
八
幡
宮
奉
納
、

首
に
日

中
院
前
内
府
通
塗
公
御
点
、

左
近
少
将
吉
村

「
四一

一



詠
十
五
首
和
歌
1
5

詠
十
五
首
和
歌
1
5

詠
十
五
首
和
歌
1
5

詠
十
五
首
和
歌
1
5

詠
十
五
首
和
歌
1
5

無
難
働
±
蚕
業
舞
仙
台
城
下
亀
岡
八
面
奉
納
・

首
に
日

宝
永
五
年
十
一
月
朔
日
城
申
愛
宕
社
奉
納
、

武
者
小
路
実
業
零
点
為

　
　
　
　
左
少
将
吉
村
、

中
院
通
史
卿
点
、

9

左
少
将
吉
村

首
に
三

年
薙
舞
奥
州
仙
台
城
下
大
崎
八
幡
宮
奉
纏
劃
一
置
月
朔
日
納
ζ
武
者
小
路
回
忌
実
陰
卿
三
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
四
位
下
行
左
近
権
少
将
三
陸
三
三
藤
原
朝
臣
吉
村

首
に
日

宝
永
六
年
分
奥
州
仙
台
城
下
亀
岡
八
幡
宮
奉
納
、
同
七
年
六
月
朔
日
納
之
、
武
者
小
路
前
宰
相
実
陰
卿
点
沸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
四
位
下
行
左
近
権
少
将
三
陸
三
訂
藤
原
朝
臣
吉
村

首
に
日

宝
永
六
年
分
城
中
愛
宕
社
奉
納
、
－
同
七
年
六
月
朔
日
納
之
、
武
者
小
路
実
陰
当
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
四
位
下
行
左
近
衛
権
少
将
三
陸
奥
守
藤
原
朝
臣
吉
村

首
に
日

（一

ｵ
一
〇
）

宝
永
七
年
八
月
十
九
日
城
中
愛
宕
社
奉
納
、

武
者
小
路
実
母
卿
点
、
左
近
衛
少
将
吉
村

【
四
二一



　
　
　
　
　
　
　

詠
十
五
首
和
歌
α
5

詠
十
五
首
和
歌
1
5

詠
十
五
首
和
歌
1
5

詠
十
五
首
和
歌
1
5

詠
十
五
首
和
歌
1
5

詠
十
五
首
和
歌
1
5

首
に
目

宝
永
七
年
八
月
十
九
日
奥
州
仙
台
城
下
大
崎
八
幡
宮
奉
納
、
武
者
小
路
実
陰
墓
守
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
近
衛
少
将
吉
村

首
に
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
・

宝
永
七
年
八
月
十
九
日
奥
州
仙
台
城
下
亀
岡
八
幡
宮
奉
納
内
武
者
小
路
実
記
卿
点
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
近
衛
少
将
吉
村

首
に
日

（一

ｵ
二
）

正
徳
元
年
分
奥
州
仙
台
城
下
亀
岡
八
幡
宮
奉
納
之
、

同
二
年
納
之
、
武
者
小
路
実
陰
卿
点
、

首
に
日

正
徳
元
年
分
奥
州
仙
台
城
下
大
崎
八
幡
宮
奉
納
、
同
二
年
憶
測
、
中
院
通
躬
卿
点
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
　
　
　
　
．
羽
林
藤
吉
村

首
に
日

正
徳
元
年
分
城
中
愛
宕
社
奉
納
、

同
二
年
納
骨
、
中
院
通
躬
難
点
、
羽
林
藤
吉
馬

首
に
日

L
鑑
見
分
奥
州
伯
台
城
下
大
崎
八
章
奉
納
・

点
、

羽
林
藤
吉
村
　
｝

　
　
　
　
　
　
三
三

同
三
年
十
一
月
十
五
日
納
之
、
武
者
小
路
前
宰
相
実
陰
卿



詠
十
五
首
和
歌
1
5

詠
十
五
首
和
歌

　
　
　
　
　
　
　

詠
十
五
首
和
歌
1
5

詠
十
五
首
和
歌
1
5

詠
十
五
首
和
歌
1
5

　
　
　
　
　
　
〈

首
に
日

正
徳
二
年
分
奥
州
仙
台
城
下
亀
岡
八
幡
宮
奉
納
、

点
、首

に
日

正
徳
二
年
分
城
中
愛
宕
社
奉
納
、

左
近
衛
中
将
吉
村

同
三
年
十
一
月
十
五
日
納
之
、
武
者
小
路
前
宰
相
実
陰
三

王
三
年
十
一
丹
十
五
日
納
之
、

左
近
衛
中
将
吉
村

中
院
亜
相
通
二
三
点
、

左
近
衛
中
将
吉
村

首
に
日

（一

ｵ
一
三
）

正
徳
三
年
分
城
中
愛
宕
社
奉
納
、
同
四
年
十
一
月
十
五
日
納
之
、
中
院
亜
相
通
三
三
点
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
近
衛
釜
中
将
従
四
位
上
兼
行
陸
奥
守
藤
原
朝
臣
吉
村

首
に
日

正
徳
三
年
分
奥
州
仙
台
城
下
亀
岡
八
幡
宮
奉
納
、
同
四
年
十
一
月
十
五
日
納
之
、
中
院
亜
相
通
三
三
点
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
近
衛
卒
中
将
従
四
位
上
兼
行
陸
奥
守
藤
原
朝
臣
吉
村

首
に
日

正
徳
三
年
分
奥
州
仙
台
城
下
大
崎
八
幡
宮
奉
納
、

同
四
年
十
一
月
十
五
日
納
之
、
中
院
亜
相
通
三
三
点
、

四
四．



詠
十
二
首
和
歌
1
2

詠
十
首
和
歌
1
0

　
　
　
　
　
（

詠
十
首
和
歌
1
0

詠
十
首
和
歌
1
0

　
　
　
　
　
　

詠
十
首
和
歌
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
近
衛
箇
中
面
従
四
位
上
兼
行
陸
奥
守
藤
原
朝
臣
吉
村

奥
書
右
＋
二
首
月
次
瘤
牛
薯
舞
慕
年
蟹
下
旬
之
些
源
重
栄
依
塾
坂
上
建
三
三
吟
詠
之
、

三
三
二
三
之
、

右
色
紙
形
清
書
持
明
院
前
大
納
言
基
面
卿
、
絵
十
二
枚
自
画
之
、

首
に
日

（一

ｵ
〇
二
）

元
禄
十
五
年
武
州
稲
荷
社
奉
納
、

清
水
谷
血
相
実
業
卿
点
、

隣
松
軒

首
に
三

島
奎
篤
三
月
＋
日
奥
州
塩
竈
社
左
宮
奉
納
・
武
者
小
肇
陰
盲
点
・
　
逗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
電
位
下
行
左
近
衛
権
少
将
三
陸
三
三
藤
原
朝
臣
吉
村

首
に
日

宝
永
二
年
三
月
十
日
奥
州
塩
竈
社
右
宮
奉
納
、
武
者
小
路
実
陰
盲
点
、
　
　
　
　
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
四
位
下
行
左
近
衛
権
少
将
三
陸
三
三
藤
原
朝
臣
吉
村

首
に
日
．

宝
永
二
年
三
月
十
日
奥
州
塩
竈
社
別
宮
奉
納
、
清
水
谷
亜
相
実
業
卿
点
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
四
位
下
行
左
近
衛
権
少
将
三
陸
三
二
藤
原
朝
臣
吉
村
四

則
右
回
三

四
葺



隣
松
集
和
文
上

　
　
む
さ
し
よ
り
領
国
へ
か
へ

　
　
る
道
之
記

　
　
　
（
仙
台
叢
書
　
第
四
巻
に
収
む
）

　
　
塩
竈
松
嶋
旧
記

　
　
　
（
同
）

　
　
き
り
の
ま
よ
ひ

　
　
　
（
同
）
．

　
　
藤
原
宗
房
詠
歌
集
序

　
　
宮
城
野
遊
覧
三
三

　
松
浦
嶋
旧
記

首
に
目
次
を
記
す

奥
書
右
回
記
中
院
亜
相
通
躬
別
建
見
参
、
歌
詞
丘
ヘ
ニ
受
添
削
書
留
之
者
也
、
“

　
　
（
一
七
回
目
）

　
宝
永
回
暦
八
月
下
旬
　
　
左
少
将

奥
書
些
巻
清
水
谷
前
籍
実
業
墨
入
見
参
歌
詞
婁
業
劇
創
度
清
章
・
「

　
　
（
」
七
〇
四
）

　
宝
永
元
暦
初
冬
念
六
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
左
近
衛
権
少
将
藤
原
朝
臣
吉
村
識
之

奥
書
右
回
詞
清
水
谷
前
回
三
三
削
回
受
也

奥
書
　
　
左
少
将
吉
村
識
之

奥
書右
巻
謙
称
誓
馨
尊
霊
今
度
武
洲
参
向
之
後
房
京
洛
乞
薯
小
手
議
実
陰
三

三
、
　
（
二
年
一
七
〇
五
）
（
八
月
）

　
宝
永
乙
酉
三
三
呂
三
三
　
’
羽
林
藤
原
吉
村

奥
書
三
一
三
者
中
院
三
内
四
通
茂
公
御
竃
削
奉
受
清
書
早
、

　
（
仙
台
市
立
博
物
館
蔵
自
筆
本
奥
書
）

　
「
此
一
軸
中
院
前
桐
玉
入
高
覧
前
受
添
削
令
清
書
早
、
　
、

概
括
染
毫
端

四



草
の
ゆ
か
り

母
の
百
ケ
日
願
文

、
母
の
お
も
ひ
に
こ
も
り
侍

る
時
の
こ
と
葉

土
佐
侍
従
を
い
た
め
る
こ

と
葉

慶
雲
院
禅
尼
を
い
た
め
る

宝
・
三
二
暦
［
十
月
十
H
六
日

院
花
堂

（
花
押
）
」

奥
書

　
　
　
　
（
一
七
〇
五
）

右
一
三
者
宝
永
二
年
卯
月
上
旬
識
之
、

奥
書
（
本
文
と
目
次
の
順
序
異
る
）

　
（
】
七
〇
六
）
（
十
・
月
）

宝
永
三
年
陽
月
中
溌

　
左
近
衛
権
少
将
藤
原
吉
村
奉

．
左
近
衛
権
少
将
藤
原
朝
臣

奥
書
（
宝
永
三
年
　

一
七
〇
六
）

丙
戌
之
穐
夷
、
則
予
在
領
国
、
不
幸
聞
尊
批
浄
晃
大
姉
之
薬
毒
、
二
塁
嘆
斜
橋
歓
期
、
三
三
土
嚢
幽
玄
冥
寂
下

襲
「
命
管
城
子
略
記
其
始
終
之
事
、
備
自
己
之
遺
忘
及
巻
成
、
而
空
清
水
谷
前
事
相
実
業
三
三
概
括
、
頃
a
手

事
清
書
早
ハ
凡
事
物
替
星
移
則
多
士
忘
焉
、
・
予
此
挙
也
欲
歳
月
之
久
慕
思
綿
々
　
、
三
三
庶
幾
古
人
三
三
義
之

篇
鰍
、

　
（
一
七
〇
六
）
（
十
二
月
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
宝
永
三
年
臓
月
下
旬
左
少
将
吉
村
識
之

奥
書

　
　
　
　
（
一
七
〇
六
）

右
一
思
者
宝
永
三
年
三
三
独
居
二
識
古
写
旱
、

　
羽
林
次
将
藤
原
朝
臣

奥
書

四
七



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
月
）

　
　
こ
と
葉
　
　
　
　
　
　
　
宝
永
回
暦
霜
月
下
旬
　
院
花
堂
識
之

　　

@　
@　
@　
@　
@
　
　
攣
腰
骨
第
藤
原
村
時
祖
母
卒
去
之
劒
藻
灘
所
記
之
遺
憾
垂
葉
度
清
水
谷
並
剛
三
相
実
業
卿
奉
受
添
削
冷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
咽
七
〇
七
）
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
四
年
初
妹
中
溝
　
　
左
少
将

　
　
緑
山
香
炉
記
　
　
奥
書
．
（
一
七
〇
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
時
宝
永
第
四
暦
初
夏
三
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
林
次
将
吉
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
和
三
者
中
院
大
納
言
通
躬
卿
清
水
谷
前
大
納
言
実
業
卿
両
得
罰
点
也

　
　
母
の
三
回
忌
追
善
三
三
の
奥
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
〇
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
こ
と
葉
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
永
第
五
戊
子
暦
七
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
近
衛
権
少
将
藤
原
吉
村

隣
松
三
和
文
　
下

　
　
鎌
崎
入
湯
三
三
　
　
　
　
，
奥
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
永
い
つ
玉
の
と
し
菊
さ
け
る
回
書
と
x
む
　
　
　
漫
歌
者
中
院
亜
相
通
躬
卿
点
也

　
　
越
智
三
三
へ
つ
か
ハ
し
け
奥
書

　
　
る
詞
書
’
　
　
　
　
　
　
　
右
三
者
武
者
小
路
実
陰
卿
点
也

　
　
慰
平
行
重
三
三
思
辞
　
　
　
奥
書

四
八

勺



源
次
雄
三
三
三
襟
辞

将
軍
綱
吉
公
を
い
た
み
奉

る
三

日
光
仙
三
三
。

鷹
狩
記

常
照
禅
尼
病
愈
三
帰
武
蔵

旧
記

青
根
山
旧
記

続
隣
松
三
春
鯉
・

同
　
　
夏
㈹

薯
髭
L
禦
正
尋
吉
蓬
糞
者
露
屡
饗

奥
書
　
　
右
三
者
武
者
小
路
実
陰
卿
点

奥
書
右
回
詞
書
三
二
三
三
亜
相
通
三
三
点

奥
書
　
．
右
歌
詞
三
共
二
三
三
軍
相
通
躬
卿
添
削
単

三
書
聖
藁
塗
百
識
之
武
者
小
早
肘
中
藝
曇
陰
卿
添
削
也
・

回
書
右
藁
摯
寒
識
之
・
中
院
前
亜
相
通
躬
卿
添
獣
、
，

奥
書
　
　
左
近
中
将
吉
村
識

　
　
　
　
　
　
　
（
十
　
月
）

山口

q
保
三
年
　
後
ノ
神
無
月
下
旬
　
　
　
、
　
　
「
　
　
．
　
、
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　

此
一
帖
和
歌
前
大
納
言
通
警
語
、
武
者
小
路
前
中
納
言
実
習
卿
、
両
卿
請
添
削
詑
、

上
記
作
品
π
春
」
か
ら
羅
下
」
ま
で
．
の
首
に
次
の
点
者
名
を
記
す

四
九

託



同三三同
　
三

三
　
雑

蕊）（上　　恋480）　（196）（義）（魏）tr

一
三
松
集
組
題

　
　
詠
十
五
首
和
歌
1
5

詠
二
十
首
和
歌
2
0

（一

ｵ
二
九
）

享
保
十
四
年
正
月
，

詠
二
十
首
和
歌
2
0

＼
浅
黄
三

二
　
三

三
黄
点

朱
　
点

中
院
前
回
四
通
射
公

武
三
三
三
儀
三
三
三
等
陰
公

武
者
小
路
前
中
納
言
公
野
卿

高
松
宰
相
重
季
三

三
に
日

後
図
蘇
韮
年
無
正
昼
．
百
よ
り
同
腎
迄
於
古
川
旅
宿
詠
ζ

奥
書
後
度
享
保
十
二
年
四
月
廿
七
日
武
者
小
路
実
陰
卿
御
添
削

　
　
　
　
　
（
一
七
二
八
）

首
に
日
　
　
享
保
十
三
年
二
月
於
江
府
詠
之
　
奥
書
　
　
武
者
小
路
実
三
后
御
添
削

奥
書
　
　
．
一
巻
を
見
回
て
お
も
ほ
え
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
陰

む
か
し
に
も
亡
x
ろ
の
ゆ
き
玉
や
す
か
れ
や
す
な
庶
に
見
ゆ
る
こ
と
の
葉
匹
ミ
ち

凪
o



詠
五
十
首
和
歌
5
0

春
雪
十
五
首
1
5

詠
五
十
首
和
歌
5
0

詠
百
首
和
歌
㎜

奥
書
右
五
十
首
組
題
和
歌
、
従
去
正
月
十
四
日
二
月
旦
日
田
数
十
日
之
間
、
鷹
狩
於
旅
宿
詠
之
、
・
毎
回
及
研
三
首
、

同
卯
月
上
旬
武
者
小
路
大
納
言
実
陰
墨
壷
御
添
削
、
今
度
所
望
給
之
和
歌
令
清
書
旱
、

　
（
一
七
二
九
）

　
享
保
十
四
年
七
月
下
旬
　
羽
林
中
郎
将

奥
書
右
雪
十
五
首
和
歌
者
、
去
正
月
十
二
日
遅
領
国
雪
中
日
独
吟
所
載
之
、
春
雪
組
題
従
往
古
依
未
見
聞
、
三
三
三

冬
題
に
て
毎
一
首
詠
春
心
、
其
後
異
見
武
者
小
路
三
相
実
陰
言
添
渕
之
次
、
右
之
旧
例
四
三
之
，
彼
三
三
新

作
、
毎
回
加
春
字
芝
之
、
誠
可
謂
亀
鑑
者
財
、
　
　
　
　
　
・
　
・
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
㌔

　
　
　
（
一
七
二
九
）

　
享
保
十
四
年
九
月
三
旬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
べ

　　

@　

@　

@．

H
三
郎
将
吉
村
　
庁
　
　
　
　
　
　
　
些

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

奥
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
七
三
〇
）
　
　
ノ

右
五
十
首
和
歌
者
、
享
保
十
五
年
在
而
江
府
う

大
納
言
実
陰
三
冠
添
削
、
此
度
令
清
書
早
、

　
　
　
　
同
年
八
月
十
五
日
　
　
、
　
　
　
、

．
正
月
十
七
日
よ
り
同
至
二
月
廿
五
日
読
終
、
三
夏
武
者
小
路
前

奥
書
　
　
　
三
見
三
三
　
四
十
七
首
実
三

世
と
ム
も
に
ご
玉
う
た
か
く
は
な
け
玉
と
も
身
は
ち
り
ひ
ち
の
や
ま
と
ζ
と
の
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
中
将
藤
原
朝
臣

／



三
春
三
十
首
和
歌
3
0

三
夏
三
十
首
和
歌
3
0

三
秋
三
十
首
和
歌
3
0

三
冬
三
十
首
和
歌
3
0

右
一
巻
帯
、
去
年
武
州
在
府
之
時
、
自
仲
春
末
八
日
置
詠
之
、

以
請
近
衛
関
白
家
久
公
井
武
者
小
路
前
前
相
実
陰
卿
之
添
削
、

且
鄙
歌
一
首
加
干
巻
尾
三
三
、

　
　
　
（
一
七
三
一
）
　
　
（
十
二
月
）

　
三
時
享
保
十
六
年
三
月
下
旬

首
に
日

　
　
（
一
七
〇
二
）

元
禄
十
五
年
仙
洞
御
法
楽
節
出
題
、

首
に
日

　
（
一
七
〇
三
）

元
禄
十
六
年
仙
洞
御
法
楽
、

首
に
日

　
（
一
六
八
四
）

貞
享
元
年
禁
裏
御
内
会
、

　
　
　
　
　
（
五
月
）

帰
国
直
後
至
皐
月
四
日
而
終
焉
、

爾
後
実
陰
卿
再
乞
三
三
三
三
点
、

　
（
一
七
〇
三
）

享
保
十
六
年
従
正
月
九
日
至
同
量
五
日
読
終
ル
、

享
保
十
六
年
従
二
月
三
日
読
始
同
三
月
十
一
日
詠
終
ル
、

享
保
十
六
年
従
三
月
十
九
日
至
五
月
廿
二
日
読
終
ル
、

毎
回
三
三
首

回
清
書
之
、

首
に
日

　
（
一
七
〇
四
）

宝
永
元
年
仙
洞
御
法
楽
、
享
保
十
六
年
五
月
廿
六
日
読
始
同
十
月
十
八
日
早
ル
、

奥
書
右
四
季
三
十
首
和
歌
者
、
今
年
従
正
月
上
旬
、
響
町
国
之
爾
詠
始
之
、
三
管
江
府
読
終
、
武
者
小
路
前
大
納
言

実
陰
卿
請
添
削
、
冬
詠
三
十
首
之
面
予
依
有
興
言
遅
滞
、
漸
及
十
月
上
旬
事
終
、
傍
三
三
清
書
柳
加
卑
詞
巳
、

　
（
一
七
言
二
．
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
享
保
十
六
年
三
月
下
旬

一三一



・
和
州
郡
山
八
景
⑧

詠
七
夕
七
首
和
歌
⑦

　
（
一
七
三
五
）

享
保
二
十
年
五
月
三
四
日

故
中
納
言
政
宗
卿
百
年
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

追
善
詠
三
十
一
首
和
歌
3
1

　
政
宗
卿
以
辞
世
和
歌
一
字

　
宛
雲
上
二
置
之
　
．
　
、

詠
句
題
五
十
首
和
歌
5
0

羽
林
中
郎
将
吉
村

奥
書

　
　
（
一
七
三
二
）

三
者
享
保
十
七
年
十
二
月
郡
山
侍
従
吉
里
朝
臣
勧
進

首
に
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

享
保
十
七
年
七
月
七
日
末
松
山
回
旅
店
詠
之

塁
♂
七
三
三
）

三
者
享
保
十
八
年
七
月
十
四
日
武
者
小
路
前
犬
納
言
素
甘
卿
御
添
削
．

奥
書
　
　
．
　
　
．
テ
　
ヲ
、
　
　
　
ニ
　
ス
　
ヲ
　
　
テ
，
テ

高
祖
考
瑞
巌
寺
殿
之
百
回
忌
辰
開
二
法
簿
題
詠
竜
山
瑞
岩
禅
寺
《
柳
修
二
仏
事
↓
玄
孫
目
口
村
謹
分
二
其
臨
終
和
歌
之

字
善
書
自
由
⊃
三
＋
着
穫
託
泣
書
真
手
二
軸
喧
墜
彙
黄
卓
論
之
出
軽
輩
等
親

王
已
下
及
武
林
之
士
大
夫
↓
内
命
二
妻
子
臣
妾
等
↓
各
所
レ
詠
之
和
歌
短
冊
凡
若
干
枚
、
恭
供
二
霊
前
↓
、
以

ル
ト
　
　
ノ
　
　
　
　
ヲ

三
二
其
冥
福
一
三
、

　
　
（
一
七
三
五
）

享
保
二
十
年
三
遍
五
月
二
十
四
戸
左
近
衛
権
中
将
藤
原
吉
村
．

右
回
武
者
小
路
前
大
納
言
実
陰
三
三
添
削
　
　
．
　
　
　
　
齢
　
　
　
　
・
　
　
　
　
．
．

　
　
　
　
（
一
七
三
三
）

首
に
日
　
享
保
十
八
年
詠
之

奥
書

　
　
　
（
一
七
三
五
）
（
十
二
月
）

三
者
享
保
二
．
十
年
極
月
武
者
小
路
前
大
納
言
実
陰
卿
御
添
削

「
ひ

一
五
三一



　
　
　
　
　
　
　

詠
二
十
首
和
歌
2
0

詠
三
型

回
忌
和
歌
20）

詠
名

四

十
首
和
歌
（30

詠
三
十
首
和
歌
3
0

詠
十
三
首
和
歌
1
3

」
首
に
日

　
（
一
七
三
六
）

元
文
元
年
十
二
月
大
沢
式
部
基
寛
依
所
望
独
吟
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
留

奥
書
聾
者
中
院
前
差
府
中
躬
公
御
添
削
、
繭
黄
点
武
者
小
路
前
中
納
言
公
野
虫
御
添
削
也
、
、

奥
書
・

三
田
彗
三
三
月
中
院
前
内
府
通
躬
公
置
型

首
に
三

元
文
二
三
従
三
月
三
八
日
至
四
月
五
日

奥
書
近
衛
前
関
白
家
久
公
御
添
削
、
・
右
者
江
府
参
勧
旅
中
、
近
臣
ト
共
詠
之
和
歌
也
、

首
に
日
南
都
春
日
社
三
三

　
　
（
和
文
下
に
「
春
日
社
法
楽
和
歌
詞
書
」
あ
り
）

奥
書
，

異
者
中
院
前
内
府
通
躬
公
御
添
削
、
黄
点
井
朱
書
細
分
、
武
者
小
路
前
大
納
言
実
陰
三
三
添
削
也
、

首
に
日
三
三
三
三
国
詠
之

奥
書
三
者
三
者
小
路
前
中
納
言
公
三
三
御
添
削

五
四‘



三
春
十
五
首
和
歌
15）

詠
十
五
首
和
歌
（15

続
隣
松
集
和
文

上

紀
州
吹
上，

八
景
（8）

　詠
　名
　・所

　七
　首
β・和

　歌
　（7）

詠
五
色
五
行
和
歌
（15

　
　
　
　
　
（
一
七
三
七
）

首
に
日
　
元
文
二
年
秋
在
武
州
詠
之
．

奥
書

薯
中
院
越
剛
右
府
通
躬
母
御
矯
三
日
巳
剋
よ
り
至
申
唱
詠
終
ル
、

奥
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
／

　
（
一
七
三
七
）

元
文
二
年
従
正
月
廿
日
、
、
志
田
遠
田
郡
鷹
狩
醐
、
同
二
月
五
日
迄
着
到
詠
之
、
三
者
武
者
小
路
前
中
納
言
公
三

三
御
三
削
回
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
・

奥
書

垂
範
五
月
従
江
府
東
商
同
署
百
ポ
阜
八
重
到
楚
薯
武
者
小
路
前
中
納
言

公
三
三
御
添
削
受
之
、

奥
書
右
七
首
和
歌
蛋
夢
三
月
寄
算
息
宗
村
朝
臣
依
所
望
一
旦
夜
之
間
詠
之
・
後
日
武
者
小
路
前
中
納

　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

冒言

�
}
三
三
三
三
、

即
日
冷
泉
為
久
卿
題
作
　
、

奥
書
右
脚
紀
伊
黄
門
宗
勝
卿
依
御
所
望
楚
藁
謹
ぜ
月
碁
小
路
前
中
納
言
公
三
三
三
二
三
者
三

三
に
目
次
を
記
す

五
五



長
齢
石
旧
記
，

（仙
苟
p
書
　
第
十
一
巻
に
収
む
）

夢
の
た
玉
ち

　
（
同
）

三
三
香
炉
記

　
（
同
）

客
路
草

　
（
同
）

再
三
青
根
山
回
記

　
（
同
）

青
根
山
薬
師
堂
奉
納
温
泉

三

三
書
左
近
中
将
藤
原
吉
村
識
之

　
　
（
一
七
一
九
）

　
　
享
保
四
三
亥
歳
十
一
月
中
院

奥
書
（
；
西
）
　
　
　
　
（
＋
月
）

と
き
口
移
保
四
の
と
し
つ
ち
の
と
の
亥
神
無
月
中
の
十
日
記
し
を
は
り
ぬ

　
　
虎
責
中
郎
三
三
吉
村

奥
書

　
（
一
七
二
〇
）
（
十
二
月
）

享
保
回
暦
三
月
上
旬

回
申
三
三
吉
村

奥
書
此
一
膳
中
院
亜
相
通
躬
卿
、
武
者
小
路
前
黄
門
実
測
卿
請
添
削
、

　
　
（
一
七
二
〇
）
、

　
　
享
保
五
三
三
年
十
二
月
下
旬
　
左
中
将
吉
村
－

今
度
令
清
書
早
、

奥
書
此
一
帖
去
年
浴
青
根
温
泉
内
記
之
、
而
和
歌
詞
壇
、
．
中
院
亜
相
通
躬
卿
武
者
小
路
黄
門
実
陰
卿
両
附
図
添
削
、

今
年
至
弥
生
清
書
三
三
」

　
　
（
一
七
二
一
）
　
　
（
三
月
）

　
享
保
六
年
三
三
弥
生
三
旬

　
　
　
　
　
奥
陽
仙
台
中
将
吉
村
．

奥
書

　
　
（
五
年
　
一
七
二
〇
）

　
享
保
庚
子
年
十
一
月
初
三

隣
松
軒
識

［
五
六一



　
（
同
）

同
掛
置
旧
旧
居
温
涼
室
三

三　
（
同
）

続
隣
松
集
和
文
　
中

　
　
あ
し
の
下
根
　
送
三
文

　
　
、
（
旧
記
．
第
四
巻
）

　
　
海
浜
歴
覧
記

　
　
　
翻
三
三
第
三
γ

　
　
春
の
．
か
た
み

　
　
　
（
同
〉

　
　
三
図
三
三
旧
記

　
　
　
（
同
）

　
　
遠
田
記
、

（
目
次
に
よ
る
）

首
に
目
次
を
記
す

奥
書
慧
確
髭
紫
寄
仙
台
中
将
吉
村

　
右
歌
詞
中
院
大
納
言
三
三
卿
受
添
削
旱

奥
書
　
　
　
左
近
中
将
吉
村

右
一
．
冊
武
者
小
路
黄
門
実
陰
三
三
添
削
也

奥
書
ψ
ミ
．

右
一
冊
中
院
大
納
言
通
番
卿
、
武
者
小
路
前
中
納
言
実
陰
卿
両
点
請
添
削
、

　
　
（
｝
七
二
二
）

享
保
八
年
九
月
下
旬
．
藤
原
朝
臣
吉
村

奥
書

　
　
・
　
（
九
月
）

享
保
八
年
菊
月
九
日
’

　
　
　
　
　
　
左
近
三
三
藤
吉
村
誌
之
ー
ド

奥
書
　
　
’
　
　
　
飼
　
　
一

而
今
度
倉
三
三
・

五
七



（仙
苟
p
書
第
十
一
巻
に
収
む
）

鹿
島
海
道
記

　
（
同
）

続
隣
松
三
和
三
下

　
　
磯
の
か
り
れ

　
　
　
（
同
）

境
内
巡
行
記

　
（
同
）

圭
璋
集
三

世
一
帖
者
、
当
春
領
国
牡
鹿
桃
生
之
両
型
巡
見
経
時
所
書
集
也
、
今
度
武
者
小
路
前
大
納
言
実
陰
卿
得
添
削
、

、
改
清
書
之
早
、

　
　
（
一
七
二
五
）
（
十
月
）

　
享
保
回
暦
神
無
月
中
旬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
左
近
中
将
藤
吉
村

奥
書

　
　
（
一
七
二
八
）
（
六
月
）

享
保
十
三
年
水
無
月
下
旬
記
之

　
　
　
　
　
　
　
　
羽
林
中
郎
将
吉
村

右
一
帖
者
、
今
度
武
者
小
路
前
大
納
言
実
陰
卿
得
添
削
、
改
清
書
之
皐
、

首
に
目
次
を
記
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

奥
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

右
一
冊
者
、
享
保
十
三
年
之
秋
、
領
国
十
三
浜
巡
見
之
亭
主
、
去
年
武
者
小
路
前
大
納
言
実
陰
卿
受
添
削
、
今
　
　
一

度
令
清
書
早
、

　
　
（
噛
七
三
〇
）
　
（
九
月
）

　
享
保
十
五
年
長
月
上
旬
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

　
　
　
　
　
　
　
　
羽
林
中
郎
将
吉
村

奥
書

　
　
　
　
，
　
（
享
保
十
二
年
　
一
七
ご
七
）

右
一
帖
者
、
去
丁
電
送
領
国
東
北
巡
見
之
一
巻
也
、
其
後
公
私
無
言
、
良
久
早
打
捨
、
去
々
年
在
国
之
醐
、
謀
パ

政
務
之
暇
日
、
漸
加
卑
詞
、
奉
請
武
者
小
路
前
亜
相
翠
陰
卿
添
削
、
改
而
令
清
書
為
一
三
三
已
、

　
　
（
一
七
三
〇
）

　
享
保
十
五
年
十
一
月
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
左
近
中
将
藤
吉
村

奥
書



f別

　
（
同
）

常
照
禅
尼
を
い
た
め
る
詞

　
（
同
）

初
春
の
こ
ど
は

　
（
同
）

春
日
社
法
楽
和
歌
詞
書

　
（
同
）

遠
回
再
遊
記

λ
同
）

軸
－
無
題
刻

　
（
一
七
三
二
）
　
　
　
　
（
十
一
月
）

享
保
十
七
の
と
し
霜
月
は
し
め
の
五
日
し
る
し
を
は
り
ぬ
　
　
左
近
中
将
吉
村

奥
書

杢
冊
者
・
去
年
曳
母
常
照
朦
気
間
書
基
面
卑
懐
暮
也
・
除
服
之
後
・
武
者
小
路
前
三
相
実
三
六
請
添
削
・

今
令
清
書
早
、

　
　
（
一
七
三
三
）
　
（
一
月
）

　
享
保
十
八
年
睦
月
下
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
左
近
中
将
吉
村

奥
書
三
者
中
院
前
右
府
三
三
三
三
添
削
、
令
清
書
者
也
、
　
　
　
　
　
　
　
　
・
．

鵡
三
三
睦
月
＋
六
日
・
　
　
　
　
㌧
・
　
・
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
左
近
中
将
藤
吉
村

（続
ﾗ
松
集
組
題
ノ
内
「
詠
三
十
首
和
歌
南
都
春
日
社
奉
納
」
ノ
詞
書
ナ
リ
）
，

奥
書
　
　
謀
．
慶
見
之
処
墨
書
存
寄
無
ζ
面
白
妻
藩
候
　
公
野
L

右
一
三
者
武
者
小
路
前
黄
門
公
野
卿
入
賢
覧
者
弩

弓
草
部
二
「
吉
村
古
ト
ア
ル
．

初
回
コ
査
立
春
」
’
全
二
＋
着

＿五＿　九



2
隣
松
集
余
分
26）

三

軸

奥
書
噛
延
葺
書
幅
量
．
旦
輪
王
寺
宮
公
尊
親
晶
聾

三
冠
鵡
、

金
保
安
元
を
以
御
所
三
二
付
、
差
上
之
詠
歌
、
三

三
題
「
試
筆
」
　
全
二
十
六
首

奥
書
　
、

右
回
歌
隣
松
集
書
落
候
分
、
今
度
改
而
為
一
巻
添
置
之
者
也
、

　
　
（
一
三
四
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
三
時
寛
延
二
三
巳
五
月

　
　
　
　
　
　
　
武
衛
吉
村
　
印
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

博
「
」
㌦
「

一
六
〇「

追
記
　
　
こ
の
調
査
は
、
私
事
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
愛
弟
が
突
然
病
床
に
伏
し
、
そ
の
見
舞
い
を
か
ね
て
、
昭
和
五
二
年
八
月
二
五
日
仙
台
に
赴

　
き
、
，
・
そ
の
寸
時
を
ぬ
っ
て
一
宮
城
県
図
書
館
と
仙
台
市
立
博
物
館
と
を
訪
問
し
允
折
の
も
の
に
竜
と
つ
く
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
・
調
査
の

　
不
行
届
は
免
れ
な
い
。

　
’
と
は
い
え
、
宮
城
県
図
書
館
の
奉
仕
課
長
田
丸
満
洲
男
氏
、
同
調
査
相
談
係
長
千
葉
千
恵
子
氏
、
仙
台
市
立
博
物
館
の
佐
藤
憲
一
学
芸
員

　
ほ
か
職
員
の
皆
さ
ま
か
ら
．
突
然
の
訪
問
に
も
か
か
わ
ら
ず
快
く
応
接
し
て
戴
き
、
そ
の
上
複
写
な
ど
で
面
倒
を
お
か
け
し
た
。
ま
た
、
佐

　
々
久
氏
か
ら
は
、
御
懇
篤
な
る
お
端
書
を
頂
戴
し
、
大
い
に
御
教
示
を
賜
わ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
方
々
の
お
力
添
え
で
こ
の
よ
う
に
ま
と
め
る

　
こ
と
が
で
き
た
次
第
で
あ
る
。
こ
こ
に
名
を
記
し
て
感
謝
の
し
る
し
に
か
え
た
い
。

　
　
な
お
、
当
該
家
集
は
、
昭
和
五
三
年
度
に
坐
上
重
書
に
指
定
惑
れ
売
こ
と
を
付
寵
お
て
お
く
（
準
拠
　
準
貴
第
2
項
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
が
ら
し
・
き
ん
ざ
ぶ
ろ
う
　
人
文
課
主
査
）




